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　平成29年度南アルプス市一般会計当初予
算の総額は、 294億278万1千円となりまし
た。予算編成にあたっては、 「第２次南アル
プス市総合計画」に基づき、 まちづくりの課
題や目標等を明らかにして優先施策や重点
事業を定め、 限られた財源を積極的かつ効
果的に配分しました。
　また、 15の特別会計と2つの企業会計の予
算も決まりました。
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利子割交付金 12,000
配当割交付金 36,000
株式等譲渡所得割交付金 15,000
自動車取得税交付金 56,000
地方特例交付金 50,000
交通安全対策特別交付金 8,835
財産収入 40,224
寄附金 200,000
繰越金 300,000
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3.1%増
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（単位：千円）※平成23・27年度については、骨格予算のため６月補正後の予算額です。
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一般会計
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国民健康保険 8,998,432 千円
後期高齢者医療 1,234,645 千円
介護保険 5,835,004 千円

居宅介護予防支援事業 4,047 千円
下水道事業 2,576,070 千円
芦安農業集落排水事業 51,201 千円
温泉給湯事業 2,686 千円
山梨県北岳山荘管理事業 108,681 千円
芦安簡易水道事業 45,913 千円

芦安恩賜県有財産保護財産区管理会 10,061 千円
中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会 5,566 千円
高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会 10,139 千円
城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会 1,200 千円
雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会 440 千円
土地取得造成事業 8,290 千円

水道事業 2,277,191 千円 自動車運送事業 26,401 千円

特別会計

企業会計

その他の歳入内訳その他の歳入内訳その他の歳入内訳その他の歳入内訳 その他の歳出内訳その他の歳出内訳その他の歳出内訳その他の歳出内訳

消防本部特殊車両整備事業 73,005千円配備から19年以上が経過している消防車両2台を更新します。

中部資源回収センター整備事業 22,456千円資源ごみ、粗大ごみ等の収集施設として、櫛形地区に資源回収センターを整備します。

ホームページリニューアル事業 13,500千円利用しやすく、最新の情報が発信できるようリニューアルします。

安全でみどり豊かな人がつながるまちの形成安全でみどり豊かな人がつながるまちの形成

化学消防車

子ども医療費助成事業 370,638千円対象を18歳までの子どもに拡大し、医療費の助成を行います。

児童クラブ整備事業 270,501千円白根東児童クラブの改築、若草児童クラブおよび小笠原児童クラブの統合整備を行います。

幸せ実感 南アルプス健康リーグ事業 
2,476千円企業等が行う健康に結びつく事業に対し、補助金を交付します。 

また、市主催の健康イベント等の参加者に「健康ポイント」が付与されます。

ともに生き支えあうまちの形成ともに生き支えあうまちの形成

白根東児童クラブ

県民の森周辺施設等再整備事業 240,515千円老朽化した伊奈ヶ湖周辺施設を森林環境教育の場として再整備します。

道路照明ＬＥＤ導入事業 216,087千円道路照明灯をＬＥＤ化し、温室効果ガスおよび維持管理費の削減を図ります。

住宅リフォーム等総合支援事業 6,000千円市内の施工業者により住宅のリフォーム工事等を行った方にその一部を補助します。

うるおいと活力のある快適なまちの形成うるおいと活力のある快適なまちの形成

ウッドビレッジ伊奈ヶ湖

白根御勅使中学校改築事業 991,241千円教育環境の改善のため、校舎の改築を行います。

教育施設長寿命化計画策定事業 25,812千円計画的な施設の更新・改修を行うため、教育施設の長寿命化計画を策定します。

市立美術館リニューアル事業 25,130千円老朽化した施設の利用環境の改善のため、施設の改修を行います。

心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

市立美術館

公会計制度導入事業 6,248千円公会計システムを導入し、統一的な基準による財務書類を作成し公表します。

人事評価制度運営事業 3,477千円研修会および個別相談会等を実施し、人事評価制度の適切な運用を行います。

市民アンケート調査実施事業 393千円総合計画の進捗度を把握するため、市政全般のアンケート調査を実施します。

未来をひらく経営型行政運営の形成未来をひらく経営型行政運営の形成

人事評価研修会

    23 



当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
29
年
度

平
成
29
年
度

　平成29年度南アルプス市一般会計当初予
算の総額は、 294億278万1千円となりまし
た。予算編成にあたっては、 「第２次南アル
プス市総合計画」に基づき、 まちづくりの課
題や目標等を明らかにして優先施策や重点
事業を定め、 限られた財源を積極的かつ効
果的に配分しました。
　また、 15の特別会計と2つの企業会計の予
算も決まりました。

歳 入
29,402,781

市税
8,449,998

28.7%

使用料及び
手数料
137,634
0.5%

国庫支出金
2,977,470

10.1%

地方譲与税
248,001
0.8%

地方消費税
交付金

1,173,000
4.0%

その他の
歳出

107,336
0.4%

議会費
221,653
0.8%

消防費
1,167,043

4.0%

衛生費
2,043,334

6.9%

農林
水産業費
792,190
2.7%

商工費
691,880
2.3%

地方交付税
7,879,479

26.8%

市債
4,364,500

14.9%

その他の歳入
718,059
2.4%諸収入

188,090
0.6%

繰入金
851,631
2.9%

県支出金
1,666,804

5.7%

分担金及び
負担金
748,115
2.6%

歳 出
29,402,781

総務費
3,287,704

11.2%
公債費

3,716,450
12.6%

教育費
4,480,390

15.2%

土木費
2,642,406

9.0%

民生費
10,252,395

34.9%

一般会計の内訳一般会計の内訳一般会計の内訳一般会計の内訳特別会計および企業会計 当初予算額特別会計および企業会計 当初予算額特別会計および企業会計 当初予算額特別会計および企業会計 当初予算額

総合計画政策体系別に見た主な事業総合計画政策体系別に見た主な事業総合計画政策体系別に見た主な事業総合計画政策体系別に見た主な事業

利子割交付金 12,000
配当割交付金 36,000
株式等譲渡所得割交付金 15,000
自動車取得税交付金 56,000
地方特例交付金 50,000
交通安全対策特別交付金 8,835
財産収入 40,224
寄附金 200,000
繰越金 300,000

利子割交付金 12,000
配当割交付金 36,000
株式等譲渡所得割交付金 15,000
自動車取得税交付金 56,000
地方特例交付金 50,000
交通安全対策特別交付金 8,835
財産収入 40,224
寄附金 200,000
繰越金 300,000

労働費 17,393
災害復旧費 3
諸支出金 59,940
予備費 30,000

労働費 17,393
災害復旧費 3
諸支出金 59,940
予備費 30,000

30,000,000

29,000,000

28,000,000

27,000,000

26,000,000

25,000,000

24,000,000

23,000,000
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（単位：千円）

26,847,721

25,893,454
26,323,857

25,680,344

27,139,967

28,013,157
28,868,755

29,402,781

前年度比
▲954,267
3.6%減

前年度比
+430,403
1.7%増

前年度比
▲643,513
2.4%減

前年度比
+1,459,623

5.7%増

前年度比
+873,190
3.2%増

前年度比
+855,598
3.1%増

前年度比
+534,026
1.8%増

（単位：千円）※平成23・27年度については、骨格予算のため６月補正後の予算額です。

一般会計
当初予算額の推移
一般会計
当初予算額の推移
一般会計
当初予算額の推移
一般会計
当初予算額の推移

国民健康保険 8,998,432 千円
後期高齢者医療 1,234,645 千円
介護保険 5,835,004 千円

居宅介護予防支援事業 4,047 千円
下水道事業 2,576,070 千円
芦安農業集落排水事業 51,201 千円
温泉給湯事業 2,686 千円
山梨県北岳山荘管理事業 108,681 千円
芦安簡易水道事業 45,913 千円

芦安恩賜県有財産保護財産区管理会 10,061 千円
中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会 5,566 千円
高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会 10,139 千円
城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会 1,200 千円
雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会 440 千円
土地取得造成事業 8,290 千円

水道事業 2,277,191 千円 自動車運送事業 26,401 千円

特別会計

企業会計

その他の歳入内訳その他の歳入内訳その他の歳入内訳その他の歳入内訳 その他の歳出内訳その他の歳出内訳その他の歳出内訳その他の歳出内訳

消防本部特殊車両整備事業 73,005千円配備から19年以上が経過している消防車両2台を更新します。

中部資源回収センター整備事業 22,456千円資源ごみ、粗大ごみ等の収集施設として、櫛形地区に資源回収センターを整備します。

ホームページリニューアル事業 13,500千円利用しやすく、最新の情報が発信できるようリニューアルします。

安全でみどり豊かな人がつながるまちの形成安全でみどり豊かな人がつながるまちの形成

化学消防車

子ども医療費助成事業 370,638千円対象を18歳までの子どもに拡大し、医療費の助成を行います。

児童クラブ整備事業 270,501千円白根東児童クラブの改築、若草児童クラブおよび小笠原児童クラブの統合整備を行います。

幸せ実感 南アルプス健康リーグ事業 
2,476千円企業等が行う健康に結びつく事業に対し、補助金を交付します。 

また、市主催の健康イベント等の参加者に「健康ポイント」が付与されます。

ともに生き支えあうまちの形成ともに生き支えあうまちの形成

白根東児童クラブ

県民の森周辺施設等再整備事業 240,515千円老朽化した伊奈ヶ湖周辺施設を森林環境教育の場として再整備します。

道路照明ＬＥＤ導入事業 216,087千円道路照明灯をＬＥＤ化し、温室効果ガスおよび維持管理費の削減を図ります。

住宅リフォーム等総合支援事業 6,000千円市内の施工業者により住宅のリフォーム工事等を行った方にその一部を補助します。

うるおいと活力のある快適なまちの形成うるおいと活力のある快適なまちの形成

ウッドビレッジ伊奈ヶ湖

白根御勅使中学校改築事業 991,241千円教育環境の改善のため、校舎の改築を行います。

教育施設長寿命化計画策定事業 25,812千円計画的な施設の更新・改修を行うため、教育施設の長寿命化計画を策定します。

市立美術館リニューアル事業 25,130千円老朽化した施設の利用環境の改善のため、施設の改修を行います。

心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

市立美術館

公会計制度導入事業 6,248千円公会計システムを導入し、統一的な基準による財務書類を作成し公表します。

人事評価制度運営事業 3,477千円研修会および個別相談会等を実施し、人事評価制度の適切な運用を行います。

市民アンケート調査実施事業 393千円総合計画の進捗度を把握するため、市政全般のアンケート調査を実施します。

未来をひらく経営型行政運営の形成未来をひらく経営型行政運営の形成

人事評価研修会

    23 



民
生
委
員
制
度
創
設

　
　
　

  
周
年

１
０
０

民
生
委
員
制
度
創
設

　
　
　

  
周
年

１
０
０

〜
こ
の
ま
ち
と
と
も
に 

次
の
１
０
０
年
へ
〜

〜
こ
の
ま
ち
と
と
も
に 

次
の
１
０
０
年
へ
〜

住
民
の
立
場
に
た
っ
て
地
域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る「
民
生
委
員
児
童
委
員
」を
ご
存
知
で
す
か
？

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年（
１
９
１
７
年
）５
月
に
岡
山
県
で
始
ま
っ
た
済
世
顧
問
制
度
に
始
ま
り
、
今
年
５
月
で
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、地
域
に
暮

ら
す
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、住
民

の
方
か
ら
の
生
活
上
の
心
配
ご
と
、困

り
ご
と
、
医
療
や
介
護
、
子
育
て
の
不

安
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、そ
の
内
容
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の「
つ
な
ぎ
役
」に
な
り
ま
す
。

　
委
員
に
は
、民
生
委
員
法
に
基
づ
き

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り

を
兼
ね
た
「
お
や
つ
サ
ー
ビ
ス
」
や
、

災
害
時
の
避
難
支
援
の
た
め
の「
あ
っ

た
か
カ
ー
ド
」
の
登
録
支
援
、
高
齢
者

の
サ
ロ
ン
活
動
、
保
育
所
・
学
校
・
児

童
館
や
母
子
保
健
事
業
、社
協
活
動
へ

の
協
力
な
ど
、地
域
の
様
々
な
福
祉
活

動
の
担
い
手
と
し
て
参
加
・
協
力
し
て

い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
、非
常
勤
の
特
別
職
地

方
公
務
員
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、 

全
国
23
万
人
、 

本
市
で

は
１
７
６
名
が
身
近
な
担
当
区
域
ご
と

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
全
員
が
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
福
祉
に

関
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
に
関
し
て

専
任
で
活
動
す
る
主
任
児
童
委
員
が
、

各
小
学
校
区
に
１
名
、指
名
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
小
学
校
区
ご
と
に
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
（
民
児
協
）
を
組
織
し
て
い

ま
す
。
毎
月
の
定
例
会
で
、
活
動
に
関

す
る
連
絡
調
整
や
事
例
検
討
な
ど
を
行

う
ほ
か
、地
区
別
や
市
全
体
で
研
修
も

行
い
、資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

地
域
に
根
ざ
し
た
き
め
細
や
か
な
活
動

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

民生委員制度創設100周年
シンボルマーク

ご自分のこと、ご近所のことで
何か困ったことがあれば

民生委員児童委員にご相談ください。

ご自分のこと、ご近所のことで
何か困ったことがあれば

民生委員児童委員にご相談ください。

新
学
期
が
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
の

朝
の
通
学
の
見
守
り
に

立
ち
ま
し
た
。

H
28
年
12
月
、

委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

新
た
に
３
年
の
任
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。

地
区
民
児
協
の
研
修
で

市
や
社
協
の
事
業
や

活
動
に
必
要
な
知
識
を

学
び
ま
し
た
。

地域の福祉活動を
担っています!!
地域の福祉活動を
担っています!!

お困りごとの
ご相談に乗ります!!
お困りごとの

ご相談に乗ります!!

地区の「民児協」で
協力しあっています!!
地区の「民児協」で
協力しあっています!!

市内176名が各地区を
担当しています!!

市内176名が各地区を
担当しています!!

介護
のこと 虐待

　かも…

ご近所
のこと

子育て
のこと

生活の
不安

福祉
サービス
のこと

お近くの民生委員児童委員を知りたいときは
お問合せ／福祉総合相談課 電話(282)7223

●お問合せ／交通政策室　☎282-6074（直通）　FAX：282-1112　E-mail：kotsu＠city.minami-alps.lg.jp

※市では時刻表の見方や、バスの乗り換え案内等の説明をしています。自治会、地域、団体の集まり等で、要望があれば説明に
　伺いますので、お気軽にご連絡ください。

※櫛形西地区では、櫛形地区内の諸施設との間を結ぶコミュニティータクシー“そよかぜ号”を運行していますので、あわせ
　てご利用ください。（お問合せ：事務局 090-8347-7537）

コミュニティバス時刻表は、４月末から組長メール便で各戸配布をしています。
本庁舎、各窓口サービスセンターにも設置しています。

　６月１日（木）からコミュニティバスの路線が変更され、
発着点が市立美術館になります。
　発着点の市立美術館からはすべてのバス路線への乗換えが
可能になりますので、市内各所の温泉施設、病院、商業施設、
公園等に行きやすくなります。
　また市立美術館の近くには商業施設があり、美術鑑賞やお買
い物もできますので、バス待ち時間の調整もしやすくなります。
　変更後の路線は、新しく配布しています時刻表で確認して
ください。
　利用料金は表のとおりで、回数券・定期券は、市役所本庁
および各窓口サービスセンターにて、販売しています。

通常運賃
（1 乗 車 ） 100円

※バス路線の詳細については時刻表で確認してください。

※有効期限 ： 10月1日～翌年9月30日まで

コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線6月から6月から6月から6月から
が変わります。が変わります。が変わります。が変わります。

利用料金利用料金利用料金利用料金利用料金利用料金利用料金利用料金

各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停

時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表

　 　市立美術館 ⇔ 巨摩共立病院 ⇔ 徳洲会病院 ⇔ 白根支所 ⇔ 御勅使 ⇔ 芦安

　 　市立美術館 ⇔ 曲輪田新田 ⇔ 白根支所 ⇔ 徳洲会病院 ⇔ 八田支所 ⇔ 樹園

　 　市立美術館 ⇔ 十日市場 ⇔ やまなみの湯 ⇔ 甲西支所 ⇔ 高原病院 ⇔ 秋山 ⇔ 市立美術館

　 　市立美術館 ⇔ 峡西病院東 ⇔ 南アルプス市役所 ⇔ 曲輪田 ⇔ 巨摩共立病院 ⇔ 上今井 ⇔ 市立美術館

　 　竜王駅 ⇔ 白根高校 ⇔ 徳洲会病院 ⇔ 巨摩共立病院 ⇔ 市立美術館 ⇔ 中条入口 ⇔ 若草支所 ⇔ 東花輪駅

芦 安 線

櫛 形 線

八田•白根線

八田•若草線

若草•甲西線

1,000円

3,000円

300円１ 日 券

回 数 券
（11枚つづり）

定 期 券

※5人以上の団体購入、運転経歴証明書提示者
　は 2，500円で購入できます。
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民
生
委
員
制
度
創
設

　
　
　

  

周
年

１
０
０

民
生
委
員
制
度
創
設

　
　
　

  

周
年

１
０
０

〜
こ
の
ま
ち
と
と
も
に 

次
の
１
０
０
年
へ
〜

〜
こ
の
ま
ち
と
と
も
に 

次
の
１
０
０
年
へ
〜

住
民
の
立
場
に
た
っ
て
地
域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る「
民
生
委
員
児
童
委
員
」を
ご
存
知
で
す
か
？

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年（
１
９
１
７
年
）５
月
に
岡
山
県
で
始
ま
っ
た
済
世
顧
問
制
度
に
始
ま
り
、
今
年
５
月
で
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、地
域
に
暮

ら
す
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、住
民

の
方
か
ら
の
生
活
上
の
心
配
ご
と
、困

り
ご
と
、
医
療
や
介
護
、
子
育
て
の
不

安
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、そ
の
内
容
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の「
つ
な
ぎ
役
」に
な
り
ま
す
。

　
委
員
に
は
、民
生
委
員
法
に
基
づ
き

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り

を
兼
ね
た
「
お
や
つ
サ
ー
ビ
ス
」
や
、

災
害
時
の
避
難
支
援
の
た
め
の「
あ
っ

た
か
カ
ー
ド
」
の
登
録
支
援
、
高
齢
者

の
サ
ロ
ン
活
動
、
保
育
所
・
学
校
・
児

童
館
や
母
子
保
健
事
業
、社
協
活
動
へ

の
協
力
な
ど
、地
域
の
様
々
な
福
祉
活

動
の
担
い
手
と
し
て
参
加
・
協
力
し
て

い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
、非
常
勤
の
特
別
職
地

方
公
務
員
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、 

全
国
23
万
人
、 

本
市
で

は
１
７
６
名
が
身
近
な
担
当
区
域
ご
と

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
全
員
が
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
福
祉
に

関
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
に
関
し
て

専
任
で
活
動
す
る
主
任
児
童
委
員
が
、

各
小
学
校
区
に
１
名
、指
名
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
小
学
校
区
ご
と
に
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
（
民
児
協
）
を
組
織
し
て
い

ま
す
。
毎
月
の
定
例
会
で
、
活
動
に
関

す
る
連
絡
調
整
や
事
例
検
討
な
ど
を
行

う
ほ
か
、地
区
別
や
市
全
体
で
研
修
も

行
い
、資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

地
域
に
根
ざ
し
た
き
め
細
や
か
な
活
動

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

民生委員制度創設100周年
シンボルマーク

ご自分のこと、ご近所のことで
何か困ったことがあれば

民生委員児童委員にご相談ください。

ご自分のこと、ご近所のことで
何か困ったことがあれば

民生委員児童委員にご相談ください。

新
学
期
が
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
の

朝
の
通
学
の
見
守
り
に

立
ち
ま
し
た
。

H
28
年
12
月
、

委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

新
た
に
３
年
の
任
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。

地
区
民
児
協
の
研
修
で

市
や
社
協
の
事
業
や

活
動
に
必
要
な
知
識
を

学
び
ま
し
た
。

地域の福祉活動を
担っています!!
地域の福祉活動を
担っています!!

お困りごとの
ご相談に乗ります!!
お困りごとの

ご相談に乗ります!!

地区の「民児協」で
協力しあっています!!
地区の「民児協」で
協力しあっています!!

市内176名が各地区を
担当しています!!

市内176名が各地区を
担当しています!!

介護
のこと 虐待

　かも…

ご近所
のこと

子育て
のこと

生活の
不安

福祉
サービス
のこと

お近くの民生委員児童委員を知りたいときは
お問合せ／福祉総合相談課 電話(282)7223

●お問合せ／交通政策室　☎282-6074（直通）　FAX：282-1112　E-mail：kotsu＠city.minami-alps.lg.jp

※市では時刻表の見方や、バスの乗り換え案内等の説明をしています。自治会、地域、団体の集まり等で、要望があれば説明に
　伺いますので、お気軽にご連絡ください。

※櫛形西地区では、櫛形地区内の諸施設との間を結ぶコミュニティータクシー“そよかぜ号”を運行していますので、あわせ
　てご利用ください。（お問合せ：事務局 090-8347-7537）

コミュニティバス時刻表は、４月末から組長メール便で各戸配布をしています。
本庁舎、各窓口サービスセンターにも設置しています。

　６月１日（木）からコミュニティバスの路線が変更され、
発着点が市立美術館になります。
　発着点の市立美術館からはすべてのバス路線への乗換えが
可能になりますので、市内各所の温泉施設、病院、商業施設、
公園等に行きやすくなります。
　また市立美術館の近くには商業施設があり、美術鑑賞やお買
い物もできますので、バス待ち時間の調整もしやすくなります。
　変更後の路線は、新しく配布しています時刻表で確認して
ください。
　利用料金は表のとおりで、回数券・定期券は、市役所本庁
および各窓口サービスセンターにて、販売しています。

通常運賃
（1 乗 車 ） 100円

※バス路線の詳細については時刻表で確認してください。

※有効期限 ： 10月1日～翌年9月30日まで

コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線コミュニティバスの路線6月から6月から6月から6月から
が変わります。が変わります。が変わります。が変わります。

利用料金利用料金利用料金利用料金利用料金利用料金利用料金利用料金

各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停各路線の主なバス停

時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表時 刻 表

　 　市立美術館 ⇔ 巨摩共立病院 ⇔ 徳洲会病院 ⇔ 白根支所 ⇔ 御勅使 ⇔ 芦安

　 　市立美術館 ⇔ 曲輪田新田 ⇔ 白根支所 ⇔ 徳洲会病院 ⇔ 八田支所 ⇔ 樹園

　 　市立美術館 ⇔ 十日市場 ⇔ やまなみの湯 ⇔ 甲西支所 ⇔ 高原病院 ⇔ 秋山 ⇔ 市立美術館

　 　市立美術館 ⇔ 峡西病院東 ⇔ 南アルプス市役所 ⇔ 曲輪田 ⇔ 巨摩共立病院 ⇔ 上今井 ⇔ 市立美術館

　 　竜王駅 ⇔ 白根高校 ⇔ 徳洲会病院 ⇔ 巨摩共立病院 ⇔ 市立美術館 ⇔ 中条入口 ⇔ 若草支所 ⇔ 東花輪駅

芦 安 線

櫛 形 線

八田•白根線

八田•若草線

若草•甲西線

1,000円

3,000円

300円１ 日 券

回 数 券
（11枚つづり）

定 期 券

※5人以上の団体購入、運転経歴証明書提示者
　は 2，500円で購入できます。
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４
月
１
日
付
け
で
次
の
６
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
県
、
市
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
等
の
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
藤
巻

　
　清
（
野
牛
島
）

　
清
水

　國
子
（
百
々
）

　
伊
東

　義
己
（
芦
安
芦
倉
）

　
名
取

　健
二
（
吉
田
）

　
松
野

　洋
人
（
東
南
湖
）

　
内
田

　秀
子
（
鏡
中
條
）

●
お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
電
話
（
２
８
２
）６
４
９
３

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　
若
草
支
所
（
若
草
窓
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
を

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
へ
移
転
し
ま
す
。

新
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始
日

　
平
成
29
年
５
月
29
日（
月
）

●
お
問
合
せ
／
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
電
話
（
２
８
２
）３
１
０
０

若
草
支
所

（
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

が
移
転
し
ま
す

　
市
で
は
、
窓
口
業
務
を
中
心
に
業
務
時
間
を
延
長
す
る

夜
間
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
日
時

　
毎
週
水
曜
日

　17
時
15
分
〜
19
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※

通
常
業
務
時
間
／
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

○
事
務
内
容

　
各
種
証
明
書
の
発
行
、
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

等
の
納
付
、
各
種
手
続
き
・
相
談
等

※

事
務
の
内
容
は
、
事
前
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
実
施
部
署

　
政
策
推
進
課
、
税
務
課
、
収
税
対
策
課
、
戸
籍
市
民
課
、

　
国
保
年
金
課
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、

　
環
境
課
、
子
育
て
支
援
課
、
福
祉
総
合
相
談
課
、

　
障
害
福
祉
課
、
介
護
福
祉
課
、
会
計
課

　
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（※

芦
安
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
月
第
２
水
曜

　
　
日
の
実
施
と
な
り
ま
す
。）

　
健
康
増
進
課

　
企
業
局
料
金
課
、 

下
水
道
課

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
で
は
、

夜
間
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
戸
数
　
20
戸（
先
着
順
）
５
月
１
日
受
付
開
始

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅
が
無
料
耐
震
診
断
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

（
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
を
行
な
っ
た
場
合
も

　
可
能
で
す
。
）

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
は
対
象
外
で

　
す
。
）

③
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
戸
建
の
住
宅

④
延
床
面
積
が
３
０
０
㎡
（
約
90
坪
）
以
下
の
住
宅

⑤
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の
過
半
が
住
宅
と
し

　
て
使
用
さ
れ
て
い
る
住
宅

⑥
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、
か
つ
居
住
し
て

　
い
る
住
宅

耐
震
化
助
成
に
つ
い
て
　
５
月
１
日
受
付
開
始

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
劣
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
次
の
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
耐
震
改
修
設
計
に
対
し
て
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

　
補
助
金
限
度
額 

20
万
円
、
先
着
２
戸
ま
で

○
耐
震
改
修
に
対
し
て
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

　
補
助
金
限
度
額 

１
２
０
万
円
、
先
着
２
戸
ま
で

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

　
補
助
金
限
度
額 

24
万
円
、
先
着
１
戸

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
築
住
宅
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
　
電
話
（
２
８
２
）６
３
９
７

無
料
耐
震
診
断
の
お
知
ら
せ

　
市
内
の
求
人
企
業
の
企
業
説
明
会
・
移
住
相
談
・
観
光

P
R
ブ
ー
ス
を
設
け
た
就
職
フ
ェ
ア
を
新
宿
に
て
初
開
催

し
ま
す
。

　
普
段
都
心
に
住
ん
で
い
て
市
内
の
情
報
が
入
り
づ
ら
い

方
、
今
は
市
・
県
外
に
住
ん
で
い
て
戻
っ
て
こ
よ
う
と
お

考
え
の
方
な
ど
市
内
の
企
業
に
興
味
が
あ
る
方
大
歓
迎
で

す
。 

都
心
に
出
て
い
る
お
子
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
お
声
か
け

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
５
月
30
日（
火
）

時
　
間
　
13
時
〜
16
時
（
受
付
12
時
〜
）

場
　
所
　
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー

対
象
者
　
２
０
１
８
年
卒
業
予
定
者
お
よ
び
地
方
に
興
味
の

　
あ
る
方
、 

一
般
求
職
者
、 

転
職
希
望
者
、 

再
就
職
希
望
者 

等

参
加
企
業
　
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
支
店
な
ど
が
あ
る
求

　
人
企
業
・
移
住
相
談
・
観
光
P
R
（
約
30
社
）

※

求
職
者
の
事
前
申
込
と
参
加
費
は
不
要
で
す
。

※

一
般
求
職
者
の
方
は
面
接
会
も
可
能
で
す
。

  

（
そ
の
場
合
、
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話
（
２
８
２
）６
２
９
４

南
ア
ル
プ
ス
市 

就
職
フ
ェ
ア 

ｉ
ｎ 

新
宿

　
今
回
、
ふ
る
さ
と
天
文
館
に
お
目
見
え
し
た
の
は
、簡
易
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
超
高
感
度
冷
却
C
M
O
S（
シ
ー
モ
ス
）カ
メ

ラ
で
す
。

　
簡
易
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、ふ
る
さ
と
天
文
館
の
一
階
に
設

置
さ
れ
、
直
径
３
ｍ
の
傘
ド
ー
ム
と
小
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投

影
機
か
ら
な
って
い
ま
す
、
こ
の
投
影
機
は
小
型
で
す
が
12
万

個
の
星
を
投
影
し
、
星
空
の
日
周
運
動
や
四
季
の
星
座
を
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
超
高
感
度
冷
却
C
M
O
S（
シ
ー
モ
ス
）カ
メ
ラ
は
２
階
の
観

測
ド
ー
ム
内
の
15
㎝
屈
折
望
遠
鏡
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
カ
メ
ラ
は
超
高
感
度
で
人
間
の
目
で
は
見
え
な
い
オ
リ
オ

ン
座
大
星
雲
内
の
水
素
原
子
が
出
す
赤
い
光
や
、
私
た
ち
の

天
の
川
銀
河
の
す
ぐ
隣
の
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
の
暗
い
輪
郭
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
50㎝
反
射
望
遠
鏡
で
観
測

し
て
も
ぼ
ん
や
り
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
暗
い
天
体
を
、
は
っ

き
り
と
画
面
に
映
し
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
簡
易
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
設
置
に
よ
り
開
館
日
に
天

候
の
悪
い
場
合
で
も
ふ
る
さ
と
天
文
館
が
利
用
で
き
、
よ
り

一
層
宇
宙
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
天
文
館
は
毎
月
第
１
お
よ
び
第
３
土
曜
日
の

19
時
か
ら
21
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
天
文
館
に
新
し
い

機
器
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
士
川
で
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
の
自
主
避

難
に
役
立
て
る
た
め
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
た
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

配
信
エ
リ
ア
　
市
内
全
域

配
信
情
報
　
河
川
の
氾
濫
危
険
情
報
・
氾
濫
発
生
情
報

留
意
事
項

※

携
帯
電
話
の
電
源
・
電
波
状
況
や
使
用
状
況
に
よ
っ
て

　
は
受
信
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し

　
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　
　
　
調
査
第
一
課
　
　 

電
話（
２
５
２
）８
８
８
４

　
　
　
　
　
　
防
災
危
機
管
理
室 

電
話（
２
８
２
）６
４
９
４

緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ
る

富
士
川
の
洪
水
情
報
配
信
開
始

若草
中学校

若草小学校

若草体育館

若草
保育園

若草支所

若草生涯学習
センター
若草支所

移転

本
庁
舎

支

　所

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

企
業
局
庁
舎

 

大塩 うめじ さん
（西南湖） 

依田 おけい さん
（荊沢） 

100歳祝

お

めでとう!

    6 7
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４
月
１
日
付
け
で
次
の
６
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
県
、
市
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
等
の
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
藤
巻

　
　清
（
野
牛
島
）

　
清
水

　國
子
（
百
々
）

　
伊
東

　義
己
（
芦
安
芦
倉
）

　
名
取

　健
二
（
吉
田
）

　
松
野

　洋
人
（
東
南
湖
）

　
内
田

　秀
子
（
鏡
中
條
）

●
お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
電
話
（
２
８
２
）６
４
９
３

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　
若
草
支
所
（
若
草
窓
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
を

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
へ
移
転
し
ま
す
。

新
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始
日

　
平
成
29
年
５
月
29
日（
月
）

●
お
問
合
せ
／
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
電
話
（
２
８
２
）３
１
０
０

若
草
支
所

（
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

が
移
転
し
ま
す

　
市
で
は
、
窓
口
業
務
を
中
心
に
業
務
時
間
を
延
長
す
る

夜
間
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
日
時

　
毎
週
水
曜
日

　17
時
15
分
〜
19
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※

通
常
業
務
時
間
／
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

○
事
務
内
容

　
各
種
証
明
書
の
発
行
、
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

等
の
納
付
、
各
種
手
続
き
・
相
談
等

※

事
務
の
内
容
は
、
事
前
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
実
施
部
署

　
政
策
推
進
課
、
税
務
課
、
収
税
対
策
課
、
戸
籍
市
民
課
、

　
国
保
年
金
課
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、

　
環
境
課
、
子
育
て
支
援
課
、
福
祉
総
合
相
談
課
、

　
障
害
福
祉
課
、
介
護
福
祉
課
、
会
計
課

　
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（※

芦
安
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
月
第
２
水
曜

　
　
日
の
実
施
と
な
り
ま
す
。）

　
健
康
増
進
課

　
企
業
局
料
金
課
、 

下
水
道
課

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
で
は
、

夜
間
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
戸
数
　
20
戸（
先
着
順
）
５
月
１
日
受
付
開
始

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅
が
無
料
耐
震
診
断
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

（
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
を
行
な
っ
た
場
合
も

　
可
能
で
す
。
）

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
は
対
象
外
で

　
す
。
）

③
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
戸
建
の
住
宅

④
延
床
面
積
が
３
０
０
㎡
（
約
90
坪
）
以
下
の
住
宅

⑤
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の
過
半
が
住
宅
と
し

　
て
使
用
さ
れ
て
い
る
住
宅

⑥
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、
か
つ
居
住
し
て

　
い
る
住
宅

耐
震
化
助
成
に
つ
い
て
　
５
月
１
日
受
付
開
始

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
劣
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
次
の
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
耐
震
改
修
設
計
に
対
し
て
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

　
補
助
金
限
度
額 
20
万
円
、
先
着
２
戸
ま
で

○
耐
震
改
修
に
対
し
て
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

　
補
助
金
限
度
額 

１
２
０
万
円
、
先
着
２
戸
ま
で

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

　
補
助
金
限
度
額 

24
万
円
、
先
着
１
戸

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
築
住
宅
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
　
電
話
（
２
８
２
）６
３
９
７

無
料
耐
震
診
断
の
お
知
ら
せ

　
市
内
の
求
人
企
業
の
企
業
説
明
会
・
移
住
相
談
・
観
光

P
R
ブ
ー
ス
を
設
け
た
就
職
フ
ェ
ア
を
新
宿
に
て
初
開
催

し
ま
す
。

　
普
段
都
心
に
住
ん
で
い
て
市
内
の
情
報
が
入
り
づ
ら
い

方
、
今
は
市
・
県
外
に
住
ん
で
い
て
戻
っ
て
こ
よ
う
と
お

考
え
の
方
な
ど
市
内
の
企
業
に
興
味
が
あ
る
方
大
歓
迎
で

す
。 

都
心
に
出
て
い
る
お
子
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
お
声
か
け

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
５
月
30
日（
火
）

時
　
間
　
13
時
〜
16
時
（
受
付
12
時
〜
）

場
　
所
　
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー

対
象
者
　
２
０
１
８
年
卒
業
予
定
者
お
よ
び
地
方
に
興
味
の

　
あ
る
方
、 

一
般
求
職
者
、 

転
職
希
望
者
、 

再
就
職
希
望
者 
等

参
加
企
業
　
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
支
店
な
ど
が
あ
る
求

　
人
企
業
・
移
住
相
談
・
観
光
P
R
（
約
30
社
）

※

求
職
者
の
事
前
申
込
と
参
加
費
は
不
要
で
す
。

※

一
般
求
職
者
の
方
は
面
接
会
も
可
能
で
す
。

  

（
そ
の
場
合
、
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話
（
２
８
２
）６
２
９
４

南
ア
ル
プ
ス
市 

就
職
フ
ェ
ア 

ｉ
ｎ 

新
宿

　
今
回
、
ふ
る
さ
と
天
文
館
に
お
目
見
え
し
た
の
は
、簡
易
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
超
高
感
度
冷
却
C
M
O
S（
シ
ー
モ
ス
）カ
メ

ラ
で
す
。

　
簡
易
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、ふ
る
さ
と
天
文
館
の
一
階
に
設

置
さ
れ
、
直
径
３
ｍ
の
傘
ド
ー
ム
と
小
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投

影
機
か
ら
な
って
い
ま
す
、
こ
の
投
影
機
は
小
型
で
す
が
12
万

個
の
星
を
投
影
し
、
星
空
の
日
周
運
動
や
四
季
の
星
座
を
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
超
高
感
度
冷
却
C
M
O
S（
シ
ー
モ
ス
）カ
メ
ラ
は
２
階
の
観

測
ド
ー
ム
内
の
15
㎝
屈
折
望
遠
鏡
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
カ
メ
ラ
は
超
高
感
度
で
人
間
の
目
で
は
見
え
な
い
オ
リ
オ

ン
座
大
星
雲
内
の
水
素
原
子
が
出
す
赤
い
光
や
、
私
た
ち
の

天
の
川
銀
河
の
す
ぐ
隣
の
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
の
暗
い
輪
郭
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
50㎝
反
射
望
遠
鏡
で
観
測

し
て
も
ぼ
ん
や
り
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
暗
い
天
体
を
、
は
っ

き
り
と
画
面
に
映
し
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
簡
易
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
設
置
に
よ
り
開
館
日
に
天

候
の
悪
い
場
合
で
も
ふ
る
さ
と
天
文
館
が
利
用
で
き
、
よ
り

一
層
宇
宙
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
天
文
館
は
毎
月
第
１
お
よ
び
第
３
土
曜
日
の

19
時
か
ら
21
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
天
文
館
に
新
し
い

機
器
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
士
川
で
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
の
自
主
避

難
に
役
立
て
る
た
め
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
た
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

配
信
エ
リ
ア
　
市
内
全
域

配
信
情
報
　
河
川
の
氾
濫
危
険
情
報
・
氾
濫
発
生
情
報

留
意
事
項

※

携
帯
電
話
の
電
源
・
電
波
状
況
や
使
用
状
況
に
よ
っ
て

　
は
受
信
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し

　
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　
　
　
調
査
第
一
課
　
　 

電
話（
２
５
２
）８
８
８
４

　
　
　
　
　
　
防
災
危
機
管
理
室 

電
話（
２
８
２
）６
４
９
４

緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ
る

富
士
川
の
洪
水
情
報
配
信
開
始

若草
中学校

若草小学校

若草体育館

若草
保育園

若草支所

若草生涯学習
センター
若草支所

移転

本
庁
舎

支

　所

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

企
業
局
庁
舎

 

大塩 うめじ さん
（西南湖） 

依田 おけい さん
（荊沢） 

100歳祝

お

めでとう!
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

第15回南アルプス
桃源郷マラソン大会

MY TOWN TOPICS 0101

4月9日 日4月9日 日

消防団入退団式
MY TOWN TOPICS 0303

4月2日日4月2日日

  第14回スポーツラリー大会
MY TOWN TOPICS 0202

3月26日日3月26日日

　若草体育館でスポーツラリー大会が開催されました。
　スポーツラリーは、チームに分かれて軽スポーツや簡単
なゲームを行い得点を競っていくもので、誰でも気軽に
楽しむことができます。
　当日は雨のため屋外での競技ができませんでしたが、
参加者たちは家族や友人たちと用意された5種目のゲーム
を楽しみながら心地よい汗を流していました。

　第15回南アルプス桃源郷マラソン大会が全国各地か
らおよそ8,000人のランナーが参加し盛大に開催され
ました。
　スペシャルゲストにはアトランタオリンピック日本
女子代表の千葉真子さんをお迎えし、大会を盛り上げ
ていただきました。
　当日はあいにくの雨となってしまいましたが、ラン
ナーたちはコース沿道からの声援に励まされ、ゴール
を目指していました。
　また、各種団体等多くのボランティアスタッフによ
り、大会が支えられました。

　平成29年度南アルプス市消防団入退団式が櫛形総合体育
館で行なわれました。
　式では金丸市長が「みなさんの活躍で地域の防災力を上
げて頂く事を期待します」と式辞を述べ、久保田団長が
「団員が一致団結して、市民の生活と安全・財産を守るた
め力を尽くし活動してください」と訓示を述べました。
　このほか、３月で退団された126人、新入団員126人に
辞令交付が行なわれ、新役員・新団員への法被の引継ぎや
感謝状の贈呈、表彰などが行なわれました。

4月8日土4月8日土
大井夫人隊が出陣
MY TOWN TOPICS 0404

　武田信玄公の生母で本市にゆかりの深い大井夫人をしの
び、今年も市内の代表が大井夫人隊を結成し、信玄公祭り
に参加しました。
　大井夫人役を櫛形地区の相澤洋子さん、侍大将役を櫛形
地区の岡部一巳さんが務め、総勢30人が侍や侍女に扮した
勇ましい行列隊は、甲西支所から大井夫人が眠る古長禅寺
へ行進し、出陣式を行なったあと、甲府市内で行われた
甲州軍団出陣で堂々と行進しました。

功刀さん（市内）、 野口さん（韮崎）
ペアでは今回初参加。上位を目指し
て２人でがんばりました。

松野さん親子（市内）
お父さんがリードしてくれて、走り
やすかった。

市内上位入賞者

ハーフ男子一般

ハーフ男子40歳代

ハーフ男子50歳代

ハーフ男子60歳代

ハーフ女子一般

ハーフ女子40歳以上

10㎞男子一般

10㎞男子40歳代

10㎞男子50歳代

10㎞男子60歳代

10㎞女子一般

10㎞女子40歳以上

５㎞男子中学生

５㎞女子中学生

５㎞男子一般

５㎞男子60歳以上

５㎞女子一般

５㎞女子50歳以上

3.5㎞男子小学生

3.5㎞女子小学生

3.5㎞ファミリー

3.5㎞カップル

種目 順位 氏名 タイム

14

1

14

59

23

43

5

10

14

3

3

4

4

3

8

12

1

1

8

7

3

3

功刀  健士郎

石塚  邦明

近藤  豪

川手  悟

宮川  めぐみ

中澤  弘香

穂坂  快晴

落合  昇

長澤  陽介

飯野  信二

落合  真子

齊藤  香

中込  蓮

萩原  美優

五味  勇哉

深澤  安丸

伊藤  万由

名取  和子

祢津  智也

三井  こるり

保々  暁･拓斗

松野  勇司･晶奈

1時間19分39秒

1時間15分53秒

1時間34分25秒

2時間03分41秒

2時間07分51秒

2時間04分35秒

36分59秒

40分37秒

45分36秒

48分53秒

45分52秒

50分06秒

18分03秒

19分56秒

17分45秒

24分50秒

19分43秒

23分38秒

14分29秒

16分09秒

14分15秒

16分31秒
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4月8日土4月8日土
大井夫人隊が出陣
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　武田信玄公の生母で本市にゆかりの深い大井夫人をしの
び、今年も市内の代表が大井夫人隊を結成し、信玄公祭り
に参加しました。
　大井夫人役を櫛形地区の相澤洋子さん、侍大将役を櫛形
地区の岡部一巳さんが務め、総勢30人が侍や侍女に扮した
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　南アルプス市立美術館では、 現在 「野田修一郎 －ふるさとの風景を描く－」 を好評開催中です。
　野田修一郎は、 1931（昭和６）年山梨県甲府市に生まれ、 東京藝術大学日本画科を卒業後はフリー
でコマーシャルの仕事に携わりました。 1974（昭和49）年と1983（昭和58）年の２回、 日展で特選を受賞
し、 また日春展でも日春賞や奨励賞を受賞するなど、中央画壇で活躍をしました。 1989（平成元）年にアトリエ
を北巨摩郡明野村（現 北杜市）に建て、 山梨に移住しながら1993（平成5）年に亡くなるまで、 馬をモチーフと
した日本画をはじめ、ふるさと山梨の心の原風景を精力的に描き続けました。
　今展では、 1977（昭和５２）年10月～11月にかけて15回にわたり山梨日日新聞に連載された『ふるさと
散歩「徳島堰」』の原画や市内の風景を描いた作品など４０点余を展示しています。

野田修一郎 －ふるさとの風景を描く－

『 わたり鳥 』 
作・絵／鈴木 まもる　出版／童心社

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　大切な子どもとの時間

を、特別なノートにおさめ

てみませんか? 人気ブロ

ガー・インスタグラマーな

ど達人18人に聞いた、ワ

クワク&なるほどのノート

術と写真整理術を公開！

　毎年何億羽の鳥たち

が長い旅をして、それぞ

れが一番安全と思われる

場所に行き、清潔な新

しい巣を作り、新しい生

命を生みだしています。

世界のわたり鳥113 種の

旅を描いた絵本。
10:30～

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010
白根桃源図書館  TEL.284-6010
わかくさ図書館  TEL.283-1501
甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／1・3・4・8・15・22・29・31日　臨時休館日／八田 9～12日  甲西 16～19日

芦安分館
TEL.282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00
※5月3日は祝日のため休館

中央図書館
TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／31日

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～５月28日（日）

●市立美術館
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）　入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 （20名以上団体料金２割引）
今月の休館日／1日（月）・8日（月）・15日（月）・22日（月）　展示替休館日／29日（月）～31日（水）
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

5月のイベントスケジュール

  2日（火）中

13日（土）白 14:00～ 毎週土曜日中

13日（土）甲

23日（火）八

11日（木）甲

24日（水）わ

17日（水）わ 19日（金）白

  6日（土）甲 13日（土）わ 20日（土）八 27日（土）白

25日（木）甲

●朗読会 「ふれあい処」  13:30 ～

●春のおはなし会スペシャル  10:30 ～
大型絵本・大型紙芝居・パネルシアター・工作など楽しいことがいっぱい！
いつものおはなし会のスペシャル版です。

５月14日（日）開催の「芦安新緑やまぶき祭」に芦安分館が出店します。
ブックリサイクル・毛糸でつくるブローチなど、楽しい遊びのブースです。
開催日  ５月14日（日）　 時間  9：30～

お問合せ／介護福祉課 TEL.282-7347　

65
歳
か
ら
の『
げ
ん
き
づ
く
り
』

｢

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度｣

に
登
録
し
て
、

楽
し
く
い
き
い
き
と
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る

こ
と
を
奨
励
、
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
介
護
施
設
な

ど
で
特
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
、一
定
数
集
め
る
と
換
金
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る
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す
。
こ
の
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度
に
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し
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だ
く
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で
、
参
加
者
自
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の
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が
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や
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予
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と
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、
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れ
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『 子育てがもっと楽しくなるノート&写真整理術 』 
著／子育てノート研究会　出版／KADOKAWA

《御勅使川のポプラ》

《堰のある風景》

◇芦安分館からのお知らせ

八田ふれあい図書館　５月 ９日（火）～12日（金）
甲西図書館　　　　　５月16日（火）～19日（金）
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◇八田ふれあい図書館・甲西図書館蔵書点検による臨時休館のご案内

　
平
成
28
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
制
度
で
は
、 

現
在
94
名
の
方
々
が
市
内
の
介
護
施
設
等
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

３
月
15
日
に
開
催
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
感
想
と
し
て
、 「
自
分
自
身
の
学
び
の
場
」「
仲
間
と
の
出
会
い
が
楽
し
い
」な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 
皆
さ
ん
活
動
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
い
き
い
き
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

対
象
者

日 

程
会 

場
活
動
場
所

お
問
合
せ

市
に
活
動
場
所
と
し
て
登
録
さ
れ
た
介
護
施
設
な
ど

地
域
の
高
齢
者
宅
（
制
度
の
一
環
で
指
定
さ
れ
た
活
動
）

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
方

（
養
成
講
座
を
受
講
後
に
登
録
が
必
要
で
す
）

　カレンダーを片手に自分で施設をめぐり、

毎月のスケジュールを決めています。雑学を学び、

施設で利用者さんの話し相手の活動に活かし

ています。 目標は１００歳まで元気でいること

です。 活動が楽しく生きがいになっています。

荻原さん
90歳

Voice. 1

　現役時代は縁のなかったボランティアですが、

退職後に研修会に参加するようになり、 関心を持つ

ようになりました。 介護支援ボランティアは自分に

とって人生の学校です。 相手の方から教わることが

いっぱいです。 張りのある毎日を送っています。

弥富さん
67歳

Voice. 2

活
動
者
の
声
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　南アルプス市立美術館では、 現在 「野田修一郎 －ふるさとの風景を描く－」 を好評開催中です。
　野田修一郎は、 1931（昭和６）年山梨県甲府市に生まれ、 東京藝術大学日本画科を卒業後はフリー
でコマーシャルの仕事に携わりました。 1974（昭和49）年と1983（昭和58）年の２回、 日展で特選を受賞
し、 また日春展でも日春賞や奨励賞を受賞するなど、中央画壇で活躍をしました。 1989（平成元）年にアトリエ
を北巨摩郡明野村（現 北杜市）に建て、 山梨に移住しながら1993（平成5）年に亡くなるまで、 馬をモチーフと
した日本画をはじめ、ふるさと山梨の心の原風景を精力的に描き続けました。
　今展では、 1977（昭和５２）年10月～11月にかけて15回にわたり山梨日日新聞に連載された『ふるさと
散歩「徳島堰」』の原画や市内の風景を描いた作品など４０点余を展示しています。

野田修一郎 －ふるさとの風景を描く－

『 わたり鳥 』 
作・絵／鈴木 まもる　出版／童心社

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　大切な子どもとの時間

を、特別なノートにおさめ

てみませんか? 人気ブロ

ガー・インスタグラマーな

ど達人18人に聞いた、ワ

クワク&なるほどのノート

術と写真整理術を公開！

　毎年何億羽の鳥たち

が長い旅をして、それぞ

れが一番安全と思われる

場所に行き、清潔な新

しい巣を作り、新しい生

命を生みだしています。

世界のわたり鳥113 種の

旅を描いた絵本。
10:30～

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010
白根桃源図書館  TEL.284-6010
わかくさ図書館  TEL.283-1501
甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／1・3・4・8・15・22・29・31日　臨時休館日／八田 9～12日  甲西 16～19日

芦安分館
TEL.282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00
※5月3日は祝日のため休館

中央図書館
TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／31日

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～５月28日（日）

●市立美術館
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）　入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 （20名以上団体料金２割引）
今月の休館日／1日（月）・8日（月）・15日（月）・22日（月）　展示替休館日／29日（月）～31日（水）
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

5月のイベントスケジュール

  2日（火）中

13日（土）白 14:00～ 毎週土曜日中

13日（土）甲

23日（火）八

11日（木）甲

24日（水）わ

17日（水）わ 19日（金）白

  6日（土）甲 13日（土）わ 20日（土）八 27日（土）白

25日（木）甲

●朗読会 「ふれあい処」  13:30 ～

●春のおはなし会スペシャル  10:30 ～
大型絵本・大型紙芝居・パネルシアター・工作など楽しいことがいっぱい！
いつものおはなし会のスペシャル版です。

５月14日（日）開催の「芦安新緑やまぶき祭」に芦安分館が出店します。
ブックリサイクル・毛糸でつくるブローチなど、楽しい遊びのブースです。
開催日  ５月14日（日）　 時間  9：30～

お問合せ／介護福祉課 TEL.282-7347　
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か
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ん
き
づ
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り
』
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介
護
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援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度｣
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録
し
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く
い
き
い
き
と
活
動
し
て
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ま
せ
ん
か
。

介
護
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援
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ン
テ
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ア
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ポ
イ
ン
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制
度
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ボ
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献
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介
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に
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で
、
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が
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与
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、一
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数
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と
換
金
す
る
こ
と
が
で
き
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す
。
こ
の
制
度
に
参
加
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て
い
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だ
く
こ
と
で
、
参
加
者
自

身
の
生
き
が
い
や
介
護
予
防
と
な
り
、
さ
ら
に
地
域
の
支
え
あ
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が
生
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出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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甲西図書館　　　　　５月16日（火）～19日（金）
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◇八田ふれあい図書館・甲西図書館蔵書点検による臨時休館のご案内

　
平
成
28
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
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で
は
、 

現
在
94
名
の
方
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が
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内
の
介
護
施
設
等
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
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３
月
15
日
に
開
催
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
感
想
と
し
て
、 「
自
分
自
身
の
学
び
の
場
」「
仲
間
と
の
出
会
い
が
楽
し
い
」な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
活
動
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
い
き
い
き
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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象
者
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程
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せ

市
に
活
動
場
所
と
し
て
登
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さ
れ
た
介
護
施
設
な
ど

地
域
の
高
齢
者
宅
（
制
度
の
一
環
で
指
定
さ
れ
た
活
動
）

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
方

（
養
成
講
座
を
受
講
後
に
登
録
が
必
要
で
す
）

　カレンダーを片手に自分で施設をめぐり、

毎月のスケジュールを決めています。雑学を学び、

施設で利用者さんの話し相手の活動に活かし

ています。 目標は１００歳まで元気でいること

です。 活動が楽しく生きがいになっています。

荻原さん
90歳

Voice. 1

　現役時代は縁のなかったボランティアですが、

退職後に研修会に参加するようになり、 関心を持つ

ようになりました。 介護支援ボランティアは自分に

とって人生の学校です。 相手の方から教わることが

いっぱいです。 張りのある毎日を送っています。

弥富さん
67歳

Voice. 2

活
動
者
の
声
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畑
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
水
し
ぶ
き

が
弧
を
描
き
始
め
る
５
月
、
市
内
に
は
果
樹
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
10
月
ま
で
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や

ス
モ
モ
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
カ
キ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
果
物
で
町
は
彩
ら
れ
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
が
フ
ル
ー
ツ
の
里
と
な
っ
た
要
因
の
一

つ
は
、
昭
和
40
〜
48
年
に
行
わ
れ
た
「
釜
無
川
右
岸
土
地

改
良
事
業
」
で
す
。
こ
れ
は
、
寛
文
11
年
（
1
6
7
1
）

か
ら
続
く
徳
島
堰
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
し
て
水
漏
れ
を
防

ぎ
、
余
っ
た
水
を
御
勅
使
川
扇
状
地
全
体
に
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
を
張
り
巡
ら
せ
て
灌
漑
す
る
と
い
う
一
大
事
業
で
し

た
（
※
１
）
。
こ
の
事
業
は
多
く
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
よ
り
遡
る
こ
と
さ
ら
に
10
年
以
上
前
に
、

飯
野
と
在
家
塚
地
区
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
、

灌
水
試
験
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
残

さ
れ
た
記
録
が
少
な
く
、
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
飯
野
地
区
の
飯
野
政
富
（
大
正

生
ま
れ
）
さ
ん
は
そ
の
時
の
様
子
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

し
た
。

「
昭
和
29
年
ご
ろ
か
な
、
飯
野
の
古
屋
敷
か
ら
三
階
屋
ま

で
約
19
町
歩
、
在
家
塚
に
は
翌
年
に
国
の
土
地
改
良
事
業

の
試
験
地
と
し
て
ク
ー
ラ
ー
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
）
が
設

置
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
県
か
ら
の
委
託
業
者
が
来
た
だ
け

ん
ど
、
俺
と
飯
野
竑
さ
ん
は
そ
の
監
督
の
手
伝
い
を
し

た
。
最
初
は
ね
、
掘
る
場
所
に
縄
を
引
っ
張
っ
た
で
す

よ
。
そ
し
て
６
m
お
き
に
石
灰
を
置
い
た
。
横
線
は
業
者

が
掘
っ
て
、
縦
線
は
人
夫
に
つ
る
っ
ぱ
し
で
70
㎝
ほ
ど

掘
ら
せ
た
。
１
m
単
位
で
な
ん
ぼ
か
銭
を
払
っ
た
よ
。

人
夫
の
中
で
も
１
日
50
m
掘
っ
た
須
沢
の
人
が
一
番
早
い

記
録
だ
ね
。
試
験
地
だ
っ
た
か
ら
昭
和
40
年
以
降
つ
け
た

と
こ
よ
り
飯
野
は
ク
ー
ラ
ー
の
間
隔
が
狭
く
密
な
ん
だ

よ
。
取
り
付
け
た
ク
ー
ラ
ー
の
頭
は
ア
メ
リ
カ
の
レ
イ
ン

バ
ー
ド
社
製
で
最
初
は
30
個
ぐ
ら
い
し
か
な
く
貴
重
で

ね
。
数
が
足
り
な
く
て
、
散
水
し
た
ら
次
全
部
は
ず
し
て

順
に
次
の
場
所
に
つ
け
け
え
る
。
え
ら
か
っ
た
で
す
よ
。

今
で
も
飯
野
に
は
そ
の
当
時
の
ク
ー
ラ
ー
の
頭
を
使
っ
て

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
。
」

　
政
富
さ
ん
の
記
憶
を
手
掛
か
り
に
少
な
い
資
料
を
ひ
も

と
く
と
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
昭
和
27
年
度
に
「
県
営
釜
無
川
か
ん
が
い
排
水
事

業
」
と
し
て
基
礎
調
査
が
あ
り
、
翌
年
度
に
こ
れ
が
農
林

省
直
轄
調
査
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
、
事
務
所
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
昭
和
32
年
度
ま
で
５
ヶ
年
間
、
将

来
の
土
地
改
良
事
業
計
画
遂
行
の
た
め
に
現
地
調
査
が
実

施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
『
山
梨
県
農
業
年
報
　
昭

和
32
年
』
に
は
「
中
部
畑
地
地
帯
に
五
日
間
断
40
㎜
の

畑
地
か
ん
が
い
を
行
う
」
や
「
畑
か
ん
試
験
」
の
記
述
が

み
ら
れ
、
政
富
さ
ん
の
証
言
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
28
年
度
に
は
在
家
塚
に
巨
摩
試
験
場
が
設
置

さ
れ
、
桃
な
ど
の
灌
水
実
験
が
継
続
的
に
行
わ
れ
た
記
録

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
日
本
の
畑
に
本
格
的
に
導
入
さ
れ

た
の
は
、
昭
和
28
年
鳥
取
県
の
砂
丘
灌
漑
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
（
※
２
）
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
飯
野
地
区
で
も
導
入
さ

れ
、
そ
の
後
の
散
水
試
験
成
果
が
昭
和
40
年
代
の
「
釜
無
川

右
岸
土
地
改
良
事
業
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本

農
業
史
に
お
い
て
画
期
と
も
い
え
る
昭
和
28
年
度
か
ら
の

調
査
研
究
が
、
将
来
の
豊
か
さ
を
育
む
果
樹
栽
培
を
可
能

に
し
た
の
で
す
。
政
富
さ
ん
は
初
め
て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

か
ら
水
が
出
た
時
の
こ
と
を
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
当
時
水
は
尊
か
っ
た
ん
よ
。
水
が
出
た
時
は
う
れ
し
く

て
夢
の
よ
う
だ
っ
た
さ
」
。

 
 

　
　
　
文
／
写
真
　
文
化
財
課

※１　事業では韮崎市下円井の徳島堰取水口の改修や若草・甲西地区の扇状地末端の用水補給水路工事なども行われた。※２　富士吉田市出身で鳥取大学の教授遠山正瑛が、昭和28年日本で初めて鳥取砂丘にスプリンクラーを導入したといわれる。

 
昭和前期の畑地　飯野巨摩試験場（Ｓ28～４７）　在家塚現代のスプリンクラーヘッド飯野政富さんモモ

昭和30～32年度に「果樹灌水試験」、昭和３７～
45年度に「果樹園かんがいにかんする試験」が試験
場でも行われた。

昭和28年度から飯野で行われた畑
かん試験時に導入されたアメリカ、レ
インバード社のスプリンクラー。現在
でも飯野で使われている畑もある。
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畑
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
水
し
ぶ
き

が
弧
を
描
き
始
め
る
５
月
、
市
内
に
は
果
樹
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
10
月
ま
で
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や

ス
モ
モ
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
カ
キ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
果
物
で
町
は
彩
ら
れ
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
が
フ
ル
ー
ツ
の
里
と
な
っ
た
要
因
の
一

つ
は
、
昭
和
40
〜
48
年
に
行
わ
れ
た
「
釜
無
川
右
岸
土
地

改
良
事
業
」
で
す
。
こ
れ
は
、
寛
文
11
年
（
1
6
7
1
）

か
ら
続
く
徳
島
堰
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
し
て
水
漏
れ
を
防

ぎ
、
余
っ
た
水
を
御
勅
使
川
扇
状
地
全
体
に
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
を
張
り
巡
ら
せ
て
灌
漑
す
る
と
い
う
一
大
事
業
で
し

た
（
※
１
）
。
こ
の
事
業
は
多
く
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
よ
り
遡
る
こ
と
さ
ら
に
10
年
以
上
前
に
、

飯
野
と
在
家
塚
地
区
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
、

灌
水
試
験
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
残

さ
れ
た
記
録
が
少
な
く
、
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
飯
野
地
区
の
飯
野
政
富
（
大
正

生
ま
れ
）
さ
ん
は
そ
の
時
の
様
子
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

し
た
。

「
昭
和
29
年
ご
ろ
か
な
、
飯
野
の
古
屋
敷
か
ら
三
階
屋
ま

で
約
19
町
歩
、
在
家
塚
に
は
翌
年
に
国
の
土
地
改
良
事
業

の
試
験
地
と
し
て
ク
ー
ラ
ー
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
）
が
設

置
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
県
か
ら
の
委
託
業
者
が
来
た
だ
け

ん
ど
、
俺
と
飯
野
竑
さ
ん
は
そ
の
監
督
の
手
伝
い
を
し

た
。
最
初
は
ね
、
掘
る
場
所
に
縄
を
引
っ
張
っ
た
で
す

よ
。
そ
し
て
６
m
お
き
に
石
灰
を
置
い
た
。
横
線
は
業
者

が
掘
っ
て
、
縦
線
は
人
夫
に
つ
る
っ
ぱ
し
で
70
㎝
ほ
ど

掘
ら
せ
た
。
１
m
単
位
で
な
ん
ぼ
か
銭
を
払
っ
た
よ
。

人
夫
の
中
で
も
１
日
50
m
掘
っ
た
須
沢
の
人
が
一
番
早
い

記
録
だ
ね
。
試
験
地
だ
っ
た
か
ら
昭
和
40
年
以
降
つ
け
た

と
こ
よ
り
飯
野
は
ク
ー
ラ
ー
の
間
隔
が
狭
く
密
な
ん
だ

よ
。
取
り
付
け
た
ク
ー
ラ
ー
の
頭
は
ア
メ
リ
カ
の
レ
イ
ン

バ
ー
ド
社
製
で
最
初
は
30
個
ぐ
ら
い
し
か
な
く
貴
重
で

ね
。
数
が
足
り
な
く
て
、
散
水
し
た
ら
次
全
部
は
ず
し
て

順
に
次
の
場
所
に
つ
け
け
え
る
。
え
ら
か
っ
た
で
す
よ
。

今
で
も
飯
野
に
は
そ
の
当
時
の
ク
ー
ラ
ー
の
頭
を
使
っ
て

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
。
」

　
政
富
さ
ん
の
記
憶
を
手
掛
か
り
に
少
な
い
資
料
を
ひ
も

と
く
と
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
昭
和
27
年
度
に
「
県
営
釜
無
川
か
ん
が
い
排
水
事

業
」
と
し
て
基
礎
調
査
が
あ
り
、
翌
年
度
に
こ
れ
が
農
林

省
直
轄
調
査
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
、
事
務
所
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
昭
和
32
年
度
ま
で
５
ヶ
年
間
、
将

来
の
土
地
改
良
事
業
計
画
遂
行
の
た
め
に
現
地
調
査
が
実

施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
『
山
梨
県
農
業
年
報
　
昭

和
32
年
』
に
は
「
中
部
畑
地
地
帯
に
五
日
間
断
40
㎜
の

畑
地
か
ん
が
い
を
行
う
」
や
「
畑
か
ん
試
験
」
の
記
述
が

み
ら
れ
、
政
富
さ
ん
の
証
言
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
28
年
度
に
は
在
家
塚
に
巨
摩
試
験
場
が
設
置

さ
れ
、
桃
な
ど
の
灌
水
実
験
が
継
続
的
に
行
わ
れ
た
記
録

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
日
本
の
畑
に
本
格
的
に
導
入
さ
れ

た
の
は
、
昭
和
28
年
鳥
取
県
の
砂
丘
灌
漑
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
（
※
２
）
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
飯
野
地
区
で
も
導
入
さ

れ
、
そ
の
後
の
散
水
試
験
成
果
が
昭
和
40
年
代
の
「
釜
無
川

右
岸
土
地
改
良
事
業
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本

農
業
史
に
お
い
て
画
期
と
も
い
え
る
昭
和
28
年
度
か
ら
の

調
査
研
究
が
、
将
来
の
豊
か
さ
を
育
む
果
樹
栽
培
を
可
能

に
し
た
の
で
す
。
政
富
さ
ん
は
初
め
て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

か
ら
水
が
出
た
時
の
こ
と
を
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
当
時
水
は
尊
か
っ
た
ん
よ
。
水
が
出
た
時
は
う
れ
し
く

て
夢
の
よ
う
だ
っ
た
さ
」
。
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／
写
真
　
文
化
財
課

※１　事業では韮崎市下円井の徳島堰取水口の改修や若草・甲西地区の扇状地末端の用水補給水路工事なども行われた。※２　富士吉田市出身で鳥取大学の教授遠山正瑛が、昭和28年日本で初めて鳥取砂丘にスプリンクラーを導入したといわれる。

 
昭和前期の畑地　飯野巨摩試験場（Ｓ28～４７）　在家塚現代のスプリンクラーヘッド飯野政富さんモモ

昭和30～32年度に「果樹灌水試験」、昭和３７～
45年度に「果樹園かんがいにかんする試験」が試験
場でも行われた。

昭和28年度から飯野で行われた畑
かん試験時に導入されたアメリカ、レ
インバード社のスプリンクラー。現在
でも飯野で使われている畑もある。
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総人口： 72,018人（-150）
--------------------------
男　性： 35,590人（-82）
女　性： 36,428人（-68）
世　帯： 27,335世帯（+37）
外国籍人口： 910人（+6）

南アルプス広
報 No.170   平成29年5月1日発行

平成29年 4月1日現在（対前月比）

南アルプス市役 所： 〒400 -0395 山梨 県南アルプス市小笠 原376

TEL .  055 -282-1111（代表 ） FA X .055 -282-1112（代表 ）

ht tp : //w w w.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役 所 秘書 課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL.  282-5600　

芦安 TEL.  282-5577

甲西 TEL.  282-3120

白根 TEL.  283-3000

若草 TEL.  282-3100

アヤメフェア
７万本のアヤメと市民団体による出店や、長清太鼓・よさこい
踊り・歌謡ショー・カラオケ等、各種催し物が行われます。

開催日　平成２９年５月６日（土）、７日（日）
時　間　9：00～17：00
場　所　滝沢川公園
お問合せ／観光商工課　℡（２８２）６２９４
※（開花状況）アヤメを育てる会　℡（２８２）１７８４

第7回南アルプス市芦安新緑やまぶき祭
郷土食「手打ちそば」「しょうゆの実」の販売や、史跡めぐり、夜叉神
太鼓演奏、芦安フォークダンス部演舞等、各種催し物が行われます。

開催日　平成２９年５月１４日（日）
時　間　9：30～13：30
場　所　芦安小学校校庭（雨天時は芦安小学校体育館）
お問合せ／新緑やまぶき祭実行委員会
　　　　　芦安窓口サービスセンター　℡（２８２）５５７７

ア
ヤ
メ
フ
ェ
ア

第
７
回
南
ア
ル
プ
ス
市

芦
安
新
緑
や
ま
ぶ
き
祭

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

春
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
お
休
み
の
日

野
鳥
の
撮
影
に
出
か
け
る
た
め
早
起
き
を
し
ま
し
た
。

日
の
出
の
時
刻
も
一
段
と
早
く
な
っ
て

日
の
長
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

里
は
真
っ
白
な
ス
モ
モ
の
花
が
満
開
。

あ
た
り
一
面
は
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
薄
暗
い
と
き
玄
関
を
出
た
ら

に
わ
か
に
空
が
赤
く
染
ま
り
始
め
て
い
ま
し
た
。

急
い
で
近
所
の
ス
モ
モ
畑
ま
で
走
っ
て
い
っ
て

残
雪
の
富
士
山
と
一
緒
に
撮
影
。
瞬
く
間
に
赤
い
色
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

華
や
か
な
春
の
演
出
も
１
週
間
ほ
ど
。

あ
っ
と
い
う
間
の
で
き
ご
と
だ
か
ら

今
か
今
か
と
み
ん
な
開
花
を
待
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

朝
焼
け
に
染
ま
る

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

里

月
今

の
テ

マ

新津 尚さん（祖父）、

　　 笑花ちゃん（１歳）、 陽翔くん（5ヶ月） 

じーじはいつも夜にテレビを見せてくれる！
いつもありがとう♡ じーじ大好きだよ♡  

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。（下宮地）

いくめん

父・直樹　母・ゆかり （上市之瀬）

ちょっぴり甘えん坊の瑛大くん。
毎日元気いっぱいにいろんな表情を
見せてくれるね。ニコニコ笑顔が最高だね☆
いつも家族を笑顔にしてくれてありがとう！

河西 瑛大くん（11ヵ月） 
えいと

えみか はると

ひさし

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまで。

☎282-7325

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037

今月の表紙：芦安の鯉のぼり
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アヤメフェア
７万本のアヤメと市民団体による出店や、長清太鼓・よさこい
踊り・歌謡ショー・カラオケ等、各種催し物が行われます。

開催日　平成２９年５月６日（土）、７日（日）
時　間　9：00～17：00
場　所　滝沢川公園
お問合せ／観光商工課　℡（２８２）６２９４
※（開花状況）アヤメを育てる会　℡（２８２）１７８４

第7回南アルプス市芦安新緑やまぶき祭
郷土食「手打ちそば」「しょうゆの実」の販売や、史跡めぐり、夜叉神
太鼓演奏、芦安フォークダンス部演舞等、各種催し物が行われます。

開催日　平成２９年５月１４日（日）
時　間　9：30～13：30
場　所　芦安小学校校庭（雨天時は芦安小学校体育館）
お問合せ／新緑やまぶき祭実行委員会
　　　　　芦安窓口サービスセンター　℡（２８２）５５７７

ア
ヤ
メ
フ
ェ
ア

第
７
回
南
ア
ル
プ
ス
市

芦
安
新
緑
や
ま
ぶ
き
祭

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

春
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
お
休
み
の
日

野
鳥
の
撮
影
に
出
か
け
る
た
め
早
起
き
を
し
ま
し
た
。

日
の
出
の
時
刻
も
一
段
と
早
く
な
っ
て

日
の
長
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

里
は
真
っ
白
な
ス
モ
モ
の
花
が
満
開
。

あ
た
り
一
面
は
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
薄
暗
い
と
き
玄
関
を
出
た
ら

に
わ
か
に
空
が
赤
く
染
ま
り
始
め
て
い
ま
し
た
。

急
い
で
近
所
の
ス
モ
モ
畑
ま
で
走
っ
て
い
っ
て

残
雪
の
富
士
山
と
一
緒
に
撮
影
。
瞬
く
間
に
赤
い
色
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

華
や
か
な
春
の
演
出
も
１
週
間
ほ
ど
。

あ
っ
と
い
う
間
の
で
き
ご
と
だ
か
ら

今
か
今
か
と
み
ん
な
開
花
を
待
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

朝
焼
け
に
染
ま
る

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

里

月
今

の
テ

マ

新津 尚さん（祖父）、

　　 笑花ちゃん（１歳）、 陽翔くん（5ヶ月） 

じーじはいつも夜にテレビを見せてくれる！
いつもありがとう♡ じーじ大好きだよ♡  

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。（下宮地）

いくめん

父・直樹　母・ゆかり （上市之瀬）

ちょっぴり甘えん坊の瑛大くん。
毎日元気いっぱいにいろんな表情を
見せてくれるね。ニコニコ笑顔が最高だね☆
いつも家族を笑顔にしてくれてありがとう！

河西 瑛大くん（11ヵ月） 
えいと

えみか はると

ひさし

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまで。

☎282-7325

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037

今月の表紙：芦安の鯉のぼり
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平成29年 5月号

　
お
知
ら
せ

●
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
お
よ
び

　
減
免
申
請
に
つ
い
て

　
納
期
限
は
５
月
31
日
で
す
。

　
口
座
振
替
の
方
は
、残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、心
身
等
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
の
車
両

お
よ
び
公
益
車
両
に
は
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類

○
障
が
い
者
の
方
の
場
合　

減
免
申
請
書
、障

　
害
者
手
帳
等
、運
転
免
許
証
、自
動
車
検
査

　

証（
写
）、納
税
通
知
書
、印
鑑
、個
人
番
号
カ

　

ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド（
納
税

　

義
務
者
の
も
の
）、生
計
同
一
申
告
書（
家
族

　
運
転
の
場
合
）、自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

軽
自
動
車
税
の
減
免
措
置
の
手
続
き

●
遊
休
農
地
等
流
動
化

　
促
進
事
業
奨
励
補
助
金
制
度

　
農
業
者
の
高
齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
に
よ

る
農
地
の
荒
廃
防
止
と
農
地
の
流
動
化
を
促
進

し
、農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、賃
借・売
買

に
か
か
わ
る
両
当
事
者
に
奨
励
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。

奨
励
補
助
金
額

○
貸
し
手
ま
た
は
売
り
手
等　
10
円
／
㎡

○
借
り
手
ま
た
は
買
い
手
等　
30
円
／
㎡

　
お
よ
び
苗
木
に
係
る
補
助
金
の
額

交
付
要
件

○
申
請
面
積
３
ア
ー
ル
以
上

○
既
に
２
年
以
上
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、か
つ
将

　
来
に
お
い
て
も
耕
作
す
る
見
通
し
の
な
い
状

　
態
と
農
業
委
員
が
認
め
る
農
地（
遊
休
農
地
）

　
で
あ
る
こ
と
。

○
こ
の
農
地
に
つ
い
て
、農
業
委
員
会
の
許
可
を

　
受
け
た
所
有
権
移
転
ま
た
は
５
年
以
上
の
利

　
用
権
等
の
設
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
内
の
農
地（
青

　
地
農
地
）で
あ
る
こ
と
。

※

着
手
後
の
申
請
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
込・お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

●
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
、市
で
実
施
す
る
最
後
の
狂
犬
病
予

防
注
射
で
す
。次
の
会
場
で
予
防
注
射
と
新
規

登
録
手
続
き
が
で
き
ま
す
。既
に
登
録
済
み
の
場

合
は
、ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

９
時
〜
10
時
30
分

11
時
〜
11
時
50
分

13
時
30
分
〜
15
時

※

今
回
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、動
物
病
院
で
狂

　
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
、獣
医
師
の
発
行
す

　
る「
注
射
済
証
明
書
」を
環
境
課
ま
た
は
各
窓

　
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
環
境
課　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

５
月
13
日（
土
）

●
粗
大
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　

市
内
の
一
般
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み・有

料
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。可
燃
部
分
と
不
燃
部

分
に
分
別
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
（
精
神
障
が
い
者
の
方
の
み
）

※

す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、変
更
が
な

　
い
場
合
は
申
請
不
要
で
す
。

※

障
が
い
の
区
分・程
度
に
よ
っ
て
該
当
に
な
ら

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
税
務
課
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
公
益
車
両
の
場
合　
減
免
申
請
書
、自
動
車

　
検
査
証（
写
）、納
税
通
知
書
、印
鑑

受
付
期
間　
５
月
24
日（
水
）ま
で

※

期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
場
所　
税
務
課

お
問
合
せ
／
税
務
課　
電
話（
２
８
２
）７
３
７
９

実
施
日　
５
月
20
日（
土
）

場　
所　
白
根
会
場

　
　
　
　
（
飯
野
新
田
営
農
セ
ン
タ
ー
東
駐
車
場
）

注
意
事
項

※

市
指
定
袋（
コ
ン
テ
ナ
）に
入
る
も
の
は
、通
常

　
の
可
燃
ご
み・不
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※

ご
み
の
荷
降
ろ
し
は
、搬
入
者
各
自
で
行
な
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

※

収
集
時
間
等
、詳
し
く
は「
家
庭
ご
み
収
集
カ

　
レ
ン
ダ
ー
」15
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
環
境
課　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

・
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
親
族

・
生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被
保
護
者

・
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支
援
給
付
受
給
者

支
給
額　
１
人
に
つ
き
１
５
，０
０
０
円

受
付
期
限　
８
月
28
日（
月
）

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

●
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、所
得
の
低
い
方
々
に
対
す
る
暫
定
的・

臨
時
的
措
置
と
し
て
、給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、４
月
下
旬
に
申
請

書
を
発
送
い
た
し
ま
し
た
。

対
象
者

　
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
非
課
税
の
方

 

（
次
に
当
て
は
ま
る
方
を
除
き
ま
す
。
）

●
５
月
は
赤
十
字
活
動
月
間
で
す

「
Ｏ
ｕ
ｒ 

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
． 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ 

ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
． 

〜
人
間
を
救
う
の
は
、人
間
だ
〜
」

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ま
な
し

２
０
１
７

　
赤
十
字
の
活
動
は
皆
様
か
ら
の
活
動
資
金（
会

費
）に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／

　
日
本
赤
十
字
社
南
ア
ル
プ
ス
市
地
区

電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

八
田
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

本
庁
舎
東
側
駐
輪
場

－１－

  

せ
ら
知
お

   



●
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク（
特
定
外
来
生
物
）

　
の
拡
散
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、土
手
の
周
り
や
道

ば
た
に
鮮
や
か
な
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
。こ
の
植
物
は
法
律
で「
特
定
外

来
生
物
」に
指
定
さ
れ
て
お
り
、採
取
や
栽
培
等

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。き
れ
い
だ
か
ら
と
言
っ

て
植
え
た
り
育
て
た
り
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。も
し
、ご
自
宅
な
ど
に
植
え
て
い
る

場
合
、根
か
ら
引
き
抜
き
、天
日
干
し
を
し
て
か

ら
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
外
来
生
物

　
「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る

被
害
防
止
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、日
本
の
自

然
や
生
態
系
、人
の
生
命・身
体
、農
林
水
産
業

に
被
害
を
及
ぼ
し
た
り
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

外
来
生
物
の
中
か
ら
、特
に
規
制・防
除
の
対
象

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。

お
問
合
せ
／

　
観
光
商
工
課　
　

  

電
話（
２
８
２
）７
２
６
１

　
み
ど
り
自
然
課　

  

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

●
５
月
の
健
康
相
談
・

　
母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
10
日
、17
日
、24
日
、31
日（
各
水
曜
日
）

※

３
日（
水
）憲
法
記
念
日
の
振
り
替
え
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
①
印
鑑 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

　
ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※

代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す

※

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

●
森
林
の
伐
採
届
制
度
が

　
変
わ
り
ま
し
た

　
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
、事
前
に「
伐

採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
」を
行
う
こ
と

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。平
成
29
年

４
月
か
ら
は
、さ
ら
に
、伐
採
後
の
造
林
が
完
了

し
た
と
き
に「
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
森
林
の
状

況
報
告
書
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
森
林　

　
民
有
林
の
う
ち
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
で
、

保
安
林
お
よ
び
保
安
施
設
地
区
内
の
森
林
を
除

く
森
林
で
す
。な
お
、保
安
林
お
よ
び
保
安
施
設
地

区
内
の
森
林
で
立
木
の
伐
採
を
行
う
に
は
、県
へ

の
許
可
申
請
ま
た
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

概
要

①「
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
」

ア
）
届
出
者　
森
林
所
有
者
が
自
ら
伐
採
を
す

　
　
る
と
き
は
、森
林
所
有
者
。立
木
を
買
い
受

　
　
け
て
伐
採
を
す
る
と
き
は
、買
受
人
と
森

　
　
林
所
有
者
の
連
名
。

イ
）
届
出
時
期　
伐
採
を
開
始
す
る
日
の
90
日

　
　
か
ら
30
日
前
ま
で
。

②「
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
森
林
の
状
況
報
告
書
」

ア
）
届
出
者　
森
林
所
有
者
が
自
ら
造
林（
天
然

　
　
更
新
を
含
む
）を
す
る
と
き
は
、森
林
所
有

　
　
者
。森
林
所
有
者
以
外
の
者
が
権
限
を
有
し

　
　
行
う
場
合
は
、伐
採
後
の
造
林
を
行
う
者
。

イ
）
届
出
時
期　
植
栽
ま
た
は
天
然
更
新
が
完

　
　
了
し
た
日
か
ら
30
日
以
内
。た
だ
し
、伐
採

　
　
後
に
転
用
す
る
場
合
は
、伐
採
が
完
了
し

　
　
た
日
か
ら
30
日
以
内

●
お
問
合
せ
／

　
み
ど
り
自
然
課　

  

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

　
中
北
林
務
環
境
事
務
所
森
づ
く
り
推
進
課

電
話
０
５
５
１（
２
３
）３
０
８
８

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
が
る
館
」が
移
転
し
ま
す

　

障
害
の
あ
る
方
の
地
域
交
流
を
促
進
し
、日

中
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー「
き
が
る
館
」が
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

移
転
日　
５
月
22
日（
月
）

移
転
先　
南
ア
ル
プ
ス
市
飯
野
２
８
４
２

－

１

※

旧
白
根
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
館
で
す
。

　
な
お
、５
月
18
日（
木
）〜
20
日（
土
）は
移
転
準

備
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
き
が
る
館

電
話（
２
８
２
）４
０
０
４

●
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の

　
交
付
金
申
請
に
つ
い
て

　
「
米
の
直
接
支
払
交
付
金
」や
水
田
転
作
に
対

す
る「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」、「
畑
作
物

の
直
接
支
払
交
付
金
」の
申
請
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

交
付
条
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、３
月
下
旬
か
ら

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
よ
り
配
布
さ
れ
て
い
る
水
稲

生
産
実
施
計
画
書
に
制
度
の
資
料
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

　
特
別
弔
慰
金

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、平
成

27
年
４
月
１
日
時
点
で
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
は
、次
の
順

番
で
該
当
す
る
ご
遺
族
一
人
に
額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

　
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、孫
、祖
父
母
、兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計
関
係
を
有
し

　
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　
か
ど
う
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

　
内
の
親
族

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

　
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

申
請
書
類　
福
祉
総
合
相
談
課
お
よ
び
各
窓
口

　
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。

※

申
請
時
に
個
人
番
号
の
提
示
お
よ
び
本
人
確

　
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

請
求
期
限　
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

　

　

昨
年
度
交
付
さ
れ
た
方
に
は
、後
日
申
請
書

類
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。新
規
申
請
希
望
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象
者

【
米
】
生
産
数
量
目
標
を
守
っ
た
販
売
農
家

　
　
　
（
ま
た
は
水
稲
共
済
加
入
者
）

【
水
田
活
用
、
畑
作
物
】
対
象
農
地
で
対
象
作

　
物
を
生
産
し
販
売
す
る
農
家

※

販
売
は
、直
売
所
や
個
人
へ
の
販
売
も
該
当
と

　
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会

　
　
　
　
　
（
農
業
振
興
課
内
）

電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

－２－

せ
ら
知
お



●
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者

　
試
験
準
備
講
習
会

開
催
日　
５
月
20
日（
土
）

時　
間　
９
時
〜
16
時

場　
所　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

開
催
日　
５
月
21
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
16
時

場　
所　
ぴ
ゅ
あ
富
士

開
催
日　
５
月
28
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
16
時

場　
所　
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※

案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は
消
防
本
部・消
防

　
署
に
あ
り
ま
す
。

※

定
員（
各
１
０
０
名
）に
な
り
次
第
締
切
で
す
。

※

詳
し
く
は
市
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
17
日（
土
）

場　
所　
都
留
文
科
大
学

試
験
日　
６
月
25
日（
日
）

場　
所　
山
梨
英
和
大
学

受
付
期
間

〇
電
子
申
請　
５
月
５
日（
金
）〜
12
日（
金
）

〇
書
面
申
請　
５
月
８
日（
月
）〜
15
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
（
土・日
曜
は
除
く
）

受
付
時
間　
９
時
〜
17
時
ま
で

受
付
場
所　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
山
梨
県
支
部

お
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

●
日
本
語
サ
ロ
ン
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、在
住
外
国
人
を
対

象
に
、日
本
語
の
指
導
を
行
う
日
本
語
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
す
。

　
日
程
な
ど
の
詳
し
い
情
報
は
、市
国
際
交
流
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
市
国
際
交
流
協
会

電
話（
２
８
０
）８
３
４
５

●「
青
少
年
育
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

　
勤
務
日
の
お
知
ら
せ

　
平
成
29
年
度
か
ら
全
員
の
勤
務
日
が
火・水・

木
曜
日
の
原
則
３
日
間
と
な
り
ま
す
。

　
月・金
曜
日
で
緊
急
の
場
合
は
生
涯
学
習
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
平
成
29
年
度

　
社
会
教
育
団
体
の
認
定
に
つ
い
て

　
社
会
教
育
団
体
に
認
定
さ
れ
る
と
、社
会
教

育
施
設
の
紹
介
や
活
動
に
関
す
る
相
談
等
が
受

け
ら
れ
ま
す
。認
定
は
、社
会
教
育
委
員
の
意
見

を
聴
き
、教
育
委
員
会
が
認
定
し
ま
す
。認
定
要

件
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
生
涯
学

習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
社
会
教
育
団
体
と
は
市
な
ど
の
公
の
支
配
に

属
さ
な
い
自
主・自
立
し
た
団
体
で
、講
座
や
講

演
会
等
社
会
教
育
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
団
体
で
す
。ま
た
、自
主
活
動
ば

か
り
で
な
く
、地
域
の
生
涯
学
習
推
進
に
積
極
的

に
関
わ
り
を
持
ち
、地
域
と
連
携
し
た
事
業
を
行

う
団
体
を
い
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
山
火
事
防
止

　
新
緑
の
季
節
と
な
り
、ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
取

り
な
ど
で
山
に
入
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
山
火
事
防
止
に
つ
い
て
、次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
枯
れ
草
等
の
あ
る
場
所
で
は
、た
き
火
を
し
な

　
い
こ
と
。

②
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、た
き
火
を
し
な

　
い
こ
と
。

③
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、完
全
に
消

　
火
す
る
こ
と
。

④
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
、必
ず
消
す
と
と
も
に
、

　
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

⑤
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

お
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

●
登
録
統
計
調
査
員
を

　
募
集
し
て
い
ま
す

　
調
査
票
の
配
布・回
収
な
ど
、統
計
調
査
業
務

に
従
事
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
調
査
員
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

各
種
統
計
調
査
が
行
わ
れ
る
際
に
、お
住
ま
い
の

地
域
な
ど
を
考
慮
の
う
え
、依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、調
査
活
動
に
応
じ
て
報
酬
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

●
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン
策
定

　
懇
話
会
委
員
の
募
集

　
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
本
市
高
齢

者
い
き
い
き
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、市

民
の
皆
様
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
計
画
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、策
定
懇
話
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

定　
員　
若
干
名

資　
格　
満
18
歳
以
上（
平
成
29
年
４
月
１
日

　
現
在
）の
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
方
で
、

　
年
５
回
程
度
の
懇
話
会（
夜
間
）へ
の
参
加
が

　
可
能
な
方

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

申　
込　
「
お
年
寄
り
が
、地
域
の
支
え
合
い
に

　
よ
っ
て
安
心
し
て
生
活
す
る
に
は
」に
つ
い
て
、

　
８
０
０
字
程
度
で
ま
と
め
た
作
文
に
、住
所
、

　
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
し
、郵
送
、

　
フ
ァッ
ク
ス
、メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
に
て
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

締　
切　
５
月
15
日（
月
）

申
込・お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話（
２
８
２
）６
１
７
９

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
１
８
９

E
メ
ー
ル　

kaigo@
city.m

inam
i-alps.lg.jp

住
所　
南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

　

募　
　

集

登
録
要
件

①
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
と

　
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
守
秘
義
務
を
守
れ
る
こ
と

④
警
察・選
挙・徴
税
事
務
な
ど
に
関
わ
り
の
な

　
い
方

※

登
録
の
前
に
面
談
を
行
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課 電

話（
２
８
２
）６
０
７
３

－３－

  

せ
ら
知
お

   

募
集



●
緑
の
カ
ー
テ
ン
応
援
隊

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
市
が
実
施
す
る
緑
の
カ
ー
テ
ン（
琉
球
ア
サ
ガ

オ
、ゴ
ー
ヤ
な
ど
に
よ
る
自
然
の
カ
ー
テ
ン
）普

及
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
な
活
動
内
容
は
、公
共
施

設
へ
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
や
巡
回
視
察
へ
の
参

加
、挿
し
芽
講
習
会
や
報
告
会
な
ど
の
運
営
協

力
で
す
。

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
興
味・関
心
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

●
国
内
友
好
姉
妹
都
市
交
流
訪
問
団

　
参
加
者
募
集

　
姉
妹
都
市
間
の
友
好
関
係
を
深
め
、交
流
先

の
異
な
る
地
域
で
の
体
験
を
通
し
て
視
野
を
広

め
る
と
と
も
に
、外
か
ら
見
た
南
ア
ル
プ
ス
市
の

良
さ
に
気
づ
く
機
会
と
し
ま
せ
ん
か
。

訪
問
先　
北
海
道
津
別
町

●
６
月
開
催
「
彩
り
市
」
出
店
者
募
集

　
恒
例
の
彩
り
市
に
出
店
し
ま
せ
ん
か

開
催
日　
６
月
18
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前

出
店
料　
１
店
舗 

５
０
０
円（
申
込
先
着
順
）

※

テ
ン
ト
、机
は
な
る
べ
く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

●
第
59
回
長
衛
祭
参
加
者
募
集

　
「
第
59
回
長
衛
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
６
月
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）

場　
所　
長
衛
小
屋
横

※

集
合
場
所
へ
は
登
山
バ
ス
等
を
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

受　
付　
６
月
24
日（
土
）10
時
30
分
〜

内　
容　
24
日（
土
）：
碑
前
祭
、交
流
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
の
音
楽
祭

　
　
　
　
25
日（
日
）：
甲
斐
駒
ヶ
岳
登
山

参
加
費（
記
念
品
代
等
）

　
　
　
　
大　
　
　
人
：
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
以
下
：
１
，０
０
０
円

●
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム 

参
加
者
募
集

　
櫛
形
愛
育
会・子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
り
か

ご
の
会
で
は
、一
緒
に
遊
ん
で
、仲
間
づ
く
り
や

学
習
す
る
親
子
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日・内
容

①
６
月
６
日（
火
） 

親
子
あ
そ
び
、工
作

②
６
月
13
日（
火
） 

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方

③
６
月
20
日（
火
） 

子
ど
も
の
食
生
活

④
６
月
27
日（
火
） 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紹
介

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
開
始　
９
時
45
分
）

場　
所　
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

対　
象　
１
〜
３
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
と
そ
の

　
保
護
者（
父
母・祖
父
母
）

講　
師　

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

②
保
健
師　
③
管
理
栄
養
士　
④
図
書
館
司
書

申
込・お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

の
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　
６
月
１
日（
木
）

時　
間　
10
時
〜
15
時

場　
所　
八
田
ふ
れ
あ
い
情
報
館・

　
　
　
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

無
料
相
談

●
特
設
人
権
相
談
会

　
「
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
」。い

じ
め
や
Ｄ
Ｖ
、虐
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
５
月
21
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
才
、女
性
45
才
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　
各
種
相
談
会

結
婚
相
談（
登
録
制
）

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　
５
月
12
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

　

締　
切　
６
月
９
日（
金
）

※

記
念
登
山
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、直
接
山
小

　

屋
へ
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
長
衛
小
屋　

   

０
９
０（
２
２
２
７
）０
３
６
０

　
こ
も
れ
び
山
荘 

０
８
０（
８
７
６
０
）４
３
６
７

※

記
念
登
山
は
定
員
１
０
０
名
に
達
し
次
第
受

　
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

　
長
野
県
伊
那
市
長
谷
総
合
支
所

電
話 

０
２
６
５（
９
８
）３
１
３
０

期　
間　
７
月
30
日（
日
）〜
８
月
１
日（
火
）

対　
象　
市
内
小
学
６
年
生 

20
名

負
担
金　
４
０
，０
０
０
円

応
募
方
法

　
各
小
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、応
募
理
由
の
作
文（
４
０
０

字
程
度
）を
添
え
て
、５
月
18
日（
木
）ま
で
に
担

任
の
先
生
を
通
し
て
各
学
校
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

応
募
多
数
の
場
合
は
生
涯
学
習
課
に
て
抽
選

　
会
を
行
い
ま
す
。

※

応
募
人
数
が
少
な
い
場
合
は
事
業
を
見
送
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

訪
問
後
８
０
０
字
程
度
の
感
想
文
を
提
出
し

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・５
月
１
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
５
月
26
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

要　
件　
市
内
在
住  

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・５
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
５
月
18
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

無
料
法
律
相
談

－４－

募
集

談
相
料
無



●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

　
家
族
が
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
、認
知
症
の

家
族
の
介
護
が
つ
ら
い
、近
所
の
認
知
症
の
人
に

ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※

相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
５
月
17
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話 

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

　
宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
５
月
17
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

開
催
日　
５
月
18
日（
木
）

時　
間　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

場　
所　
市
役
所
東
別
館

持
ち
物　
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、

　
　
　
　
ね
ん
き
ん
特
別
便
ま
た
は
定
期
便

※

事
前
に
電
話
予
約
を
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

　
に
相
談
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課　電

話（
２
８
２
）７
２
４
８

●
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
年
金
相
談
会

●
心
の
健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

開
催
日　
５
月
12
日（
金
）

時　
間　
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

演　
題

　
「
精
神
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
支
援
に
つ
い
て
」

講　
師　
廣
瀬　
ゆ
り
氏

　
（
精
神
保
健
福
祉
士・北
病
院
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）

※

入
場
は
14
時
30
分
か
ら
で
す
。

お
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
ほ
え
み
の
会 

電
話（
２
８
２
）８
３
６
１

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・５
月
１
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
５
月
26
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

要　
件　
市
内
在
住  

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

　

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・５
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
５
月
18
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

受
付
期
間　
５
月
１
日（
月
）〜
５
月
12
日（
金
）

※

な
お
、申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
受
付

　
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

①
自
主
企
画
講
座

 

「
一
緒
に
、趣
味
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
趣
味
を
し
よ
う
か
と
考
え

る
時
に
役
立
つ
、整
理
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。

開
催
日　
５
月
24
日（
水
）、
31
日（
水
）、

　
　
　
　
６
月
７
日（
水
） 

全
３
回

時　
間　
19
時
〜
21
時

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
７
０
０
円（
材
料
費
）

定　
員　
10
名

②「
春
の
自
然
観
察
教
室
」

　
南
甘
利
山
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。ク
リ
ン
草
群
生
地
、大
笹
池
、御
殿
庭
、白
樺

平
、元
滝
等
見
所
満
載
で
す
。

開
催
日　
５
月
25
日（
木
）、
雨
天
26
日（
金
）

時　
間　
８
時
〜
16
時

集
合
場
所　
桃
源
文
化
会
館（
西
側
砂
利
駐
車
場
）

受
講
料　
１
，５
０
０
円（
交
通
費
、お
弁
当
代
込
み
）

定　
員　
20
名

③
自
主
企
画
講
座

　
「
詩
を
読
み
書
く
こ
と
の
楽
し
さ
講
座
」

　
一
緒
に
詩
を
読
み
書
い
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

詩
の
好
き
な
人
、短
歌・俳
句
の
好
き
な
人
歓
迎

で
す
。

開
催
日　
５
月
26
日（
金
）、６
月
２
日（
金
）、

　
　
　
　
６
月
９
日（
金
） 
全
３
回

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時

●
生
涯
学
習
講
座

会　
場　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
２
０
０
円（
資
料
代
）

定　
員　
10
名

④
特
別
観
望
日

　
「
木
星
と
土
星
を
観
る
会
」

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
の
学
習
を
し
、県
内
最

大
級
の
望
遠
鏡
で
観
察
し
や
す
く
な
っ
た
木
星

と
土
星
を
観
ま
す
。

開
催
日　
５
月
27
日（
土
）

時　
間　
20
時
30
分
〜
21
時
30
分

会　
場　
ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

※

各
講
座
と
も
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　
な
り
ま
す
。

※

定
員
以
下
の
場
合
は
開
講
で
き
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

※

講
座
の
詳
細
は
、各
施
設
に
あ
り
ま
す
生
涯
学

　
習
講
座「
平
成
29
年
度
上
半
期
版
」の
チ
ラ
シ

　
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
害
、知

的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
が
、財
産
管
理
や
契
約
等
で
不
利
益
を
被
る

こ
と
か
ら
守
り
、支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　
５
月
19
日(

金)

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

相
談
員　
社
会
福
祉
士

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

－５－

談
相
料
無

ト
ン
ベ
イ



●
煙
火
消
費
保
安
手
帳
講
習
会

（
鳥
獣
追
払
い
用
花
火
）

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
等
を
追
払
う
た
め
の
花
火
の
使

用
に
は
保
安
手
帳
が
必
要
で
す
。

開
催
日　
５
月
18
日（
木
）

時　
間　
19
時
〜（
受
付
18
時
30
分
〜
）

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物

○
新
規
取
得
者・５
年
経
過
更
新
者　

　
　
受
講
料
３
，０
０
０
円
、

　
　
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

○
更
新
者

　
　
受
講
料
１
，０
０
０
円
、

　
　
手
帳（
講
習
済
の
押
印
を
行
い
ま
す
）

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

●
介
護
者
の
つ
ど
い

「
花
の
寄
せ
植
え
体
験
」

開
催
日　
５
月
23
日（
火
）

時　
間　
13
時
〜

場　
所　
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ク

参
加
費　
５
０
０
円

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話 

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

　
県
民
の
森
の
遊
歩
道
を
散
策
し
な
が
ら
、自
然

を
使
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
体
験
で
き
ま
す
。

開
催
日　
５
月
３
日（
水
）〜
７
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
15
時（
受
付
随
時
）

場　
所　
県
民
の
森

申　
込　
不
要

定　
員　
な
し（
参
加
無
料
）

●
森
林
科
学
館
教
室
案
内

ネ
イ
チ
ャ
ー
ビ
ン
ゴ

●
子
育
て
応
援
講
座
開
催

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
０
歳
か
ら
未
就
学
児
ま

で
の
子
ど
も
を
も
つ
親
を
対
象
に
、子
育
て
に
関

す
る
悩
み
や
関
心
の
あ
る
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
な
が
ら
、自
分
に
あ
っ
た
子
育
て
の
仕

方
を
学
ぶ
子
育
て
応
援
講
座「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ・

パ
ー
フ
ェ
ク
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
５
月
15
日
〜
７
月
３
日
ま
で
の
月
曜

　
日
８
日
間

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

定　
員　
15
名
程
度

参
加
費　
４
，０
０
０
円（
８
回
分
）

申　
込　
５
月
１
日
〜
10
日（
土・日・祝
日
を
除

　
く
）９
時
〜
17
時

申
込・お
問
合
せ
／
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ね
っ
と

電
話（
２
６
９
）７
５
６
８

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

開
催
日　
５
月
16
日（
火
）、22
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

対　
象　
２
ヶ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

　
平
成
峡
で
行
う
自
然
観
察
会
で
す
。静
か
な

山
の
春
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
５
月
７
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

場　
所　
平
成
峡

平
成
峡
で
春
の
花
を
探
そ
う

●
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　
ポ
イ
ン
ト
養
成
講
座

　
介
護
施
設
等
で
行
わ
れ
る
特
定
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
で
、換
金
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。活
動
に
は
養
成

講
座
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。仲
間
と
と
も
に
、

地
域
に
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
５
月
12
日（
金
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

※
予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／

　
市
社
会
福
祉
協
議
会　
地
域
福
祉
課

電
話（
２
８
３
）４
１
２
１

●
ギ
ボ
ン
カ
ッ
プ
２
０
１
７
の

　
開
催
に
つ
い
て（
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
）

　
近
年
人
気
上
昇
中
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
ス
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ン
」の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。世
界
唯

一
の
シ
リ
ー
ズ
戦
で
す
。ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
は
、幅

５㎝
の
ベ
ル
ト
状
の
ラ
イ
ン
の
上
で
ア
ク
ロ
バ
テ

ィッ
ク
な
演
技
を
披
露
す
る
、見
応
え
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。大
会
の
観
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ま
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、ど
な
た
で
も

楽
し
め
ま
す
の
で
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
ギ
ボ
ン
カ
ッ
プ

〜
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
大
会
〜

開
催
日　
５
月
27
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
17
時（
予
定
）

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

②
ギ
ボ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
日　
５
月
28
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
16
時（
予
定
）

場　
所　
北
伊
奈
ヶ
湖
水
辺
公
園

※

天
候
に
よ
っ
て
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
ギ
ボ
ン
カ
ッ
プ
大
会
事
務
局

電
話 

０
３（
６
２
２
８
）３
７
６
０

　
県
民
の
森
を
歩
き
、そ
こ
に
集
ま
る
様
々
な
野

鳥
た
ち
を
解
説
付
き
で
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　
５
月
27
日（
土
） 

雨
天
中
止

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
県
民
の
森

申　
込　
電
話
に
て
受
付

定　
員　
な
し

参
加
費　
５
０
０
円

バ
ー
ド
ウ
ォッ
チ
ン
グ

　
静
か
な
湖
畔
で
森
林
浴
を
し
な
が
ら
ヨ
ガ
を

体
験
し
ま
す
。

開
催
日　
６
月
３
日（
土
） 

雨
天
中
止

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
県
民
の
森

申　
込　
５
月
３
日（
水
）か
ら
電
話
に
て
受
付

定　
員　
15
名

参
加
費　
５
０
０
円

申
込・お
問
合
せ
／

（
土・日・祝
日
）森
林
科
学
館

電
話（
２
８
３
）５
７
１
８

（
平
日
）観
光
商
工
課　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

森
林
ヨ
ガ

申　
込　
電
話
に
て
受
付

定　
員　
15
名（
参
加
無
料
）

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル・写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

催
日　
５
月
11
日（
木
）、25
日（
木
）

時　
間　
12
時
〜
19
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

－６－

ト
ン
ベ
イ



　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
様
々
な
音
色
を
お
聴
き

い
た
だ
け
る
ほ
か
、画
像
や
模
型
を
使
っ
て
歴
史

や
構
造
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

開
催
日　
５
月
26
日（
金
）

時　
間　
開
演
10
時
30
分
／
14
時
10
分

　
　
　
　
（
２
回
公
演
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館

講　
師　
平
井 

靖
子

演　
奏　
中
田 

恵
子

入
場
料　
無
料

※

一
般
入
場
可（
未
就
学
児
入
場
不
可
）

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館　

電
話（
２
８
４
）３
４
１
１

●
中
学
生
オ
ル
ガ
ン
鑑
賞
教
室

　
全
国
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
テ
ス
ト「
ゴ
ス
ペ
ル
甲
子

園
２
０
１
５
」に
て
優
勝
を
果
た
し
た
市
内
ゴ

ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。あ
の
感
動
を

再
び
。

●
ビ
ー
フ
リ
ー 

ゴ
ス
ペ
ル 

ク
ワ
イ
ヤ

　
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

　
庭
木
の
剪
定
技
術
、道
具
の
使
い
方
を
学
び

ま
す
。

開
催
日　
６
月
20
日（
火
）、21
日（
水
）

　
　
　
　
22
日（
木
）、23
日（
金
） （
４
日
間
）

時　
間　
10
時
〜
16
時

場　
所　
櫛
形
総
合
公
園

受
講
料　
無
料　

定　
員　
20
名（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

締　
切　
５
月
18
日（
木
）

要　
件　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以

　
上
の
方（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

申
込・お
問
合
せ
／

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

電
話（
２
２
８
）８
３
８
３

●
植
木
管
理
講
習
会

開
催
日　
５
月
21
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
12
時
頃

場　
所　
将
棋
頭
集
合

※

駐
車
場
は
梨
の
実
寮
グ
ラ
ン
ド
で
す
。

内　
容　
国
指
定
史
跡
将
棋
頭
が
守
っ
て
き
た

　
水
田
で
、苗
の
お
手
植
え
体
験
を
し
て
み
ま
せ

　
ん
か
。昔
の
道
具
も
使
い
な
が
ら
、地
域
の
魅

　
力
を
再
発
見
し
ま
す
。

定　
員　
先
着
25
名

参
加
費　
３
０
０
円

持
ち
物　
田
植
え
が
で
き
る
服
装
、水
筒
、

　
　
　
　
タ
オ
ル
、長
靴
な
ど

申
込・お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館　

電
話（
２
８
２
）７
４
０
８

●
史
跡
将
棋
頭
で
昔
の
田
植
え
体
験

開
催
日　
５
月
21
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出　
演　
西
川
恵
理
香
、加
藤
里
志
、

　
　
　
　
上
野
し
の
ぶ

参
加
費　
５
０
０
円（
茶
菓
子
付
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業
第
94
弾 

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

　
サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
と

　
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
に
よ
る
華
麗
な
る
調
べ

　

絶
滅
し
た
と
い
わ
れ
た
鳳
凰
山
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
生
息
地
を
訪
ね
ま
す
。

開
催
日　

　
２
日
コ
ー
ス 

６
月
10（
土
）〜
11
日（
日
）

　
３
日
コ
ー
ス 

６
月
10（
土
）〜
12
日（
月
）　

場　
所　
鳳
凰
山（
薬
師
岳
、観
音
岳
）

定　
員　
各
20
名

参
加
費　
２
日
コ
ー
ス　
１
９
，０
０
０
円

　
　
　
　
３
日
コ
ー
ス　
３
１
，０
０
０
円

　
　
　

   （
宿
泊
費
、昼
食
代
、保
険
料
、

　
　
　
　

  

タ
ク
シ
ー
代
、温
泉
入
浴
料
含
む
）

申　
込　
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

http://ashiyasu.com

締　
切　
６
月
２
日(

金)

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館

電
話（
２
８
８
）２
１
２
５

●
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
登
山
教
室

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

開
催
日　
５
月
16
日（
火
）、22
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

対　
象　
２
ヶ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

●
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

　
〜
わ
ん
ぱ
く
祭
り
〜

開
催
日　
５
月
５
日（
金
）　

時　
間　
９
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

内　
容　
カ
ヌ
ー
体
験
、ク
ラ
フ
ト
体
験
、屋
台

　
村
、大
道
芸
、パ
ト
カ
ー
見
学
会
、猿
回
し
、

　
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
等

お
問
合
せ
／
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク　

電
話
０
５
５
６（
６
２
）５
５
４
５

市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　
５
月
４
日（
木
）、５
日（
金
）

時　
間　
10
時
〜
15
時

場　
所　
市
立
美
術
館

対　
象　
幼
稚
園・保
育
園
〜
小
学
校
低
学
年

　
の
方（
保
護
者
同
伴
）

内　
容

　
○
か
さ
袋
で
作
る
こ
い
の
ぼ
り

　
○
紙
皿
で
作
る
ぐ
る
ぐ
る
お
も
ち
ゃ

　
○
ス
タ
ン
プ
お
し
て
フ
ラ
ッ
グ
作
り

　
○
ス
ポ
ン
ジ
は
ん
こ
で
カ
ラ
フ
ル
ミ
ニ
か
ぶ
と

　
○
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
作
り（
１
０
０
円
）

　
○
木
版
画
摺
り
体
験
な
ど

開
催
日　
５
月
７
日（
日
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時

出　
演　
巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

場　
所　
市
立
美
術
館
前
庭

参
加
料　
無
料

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館　電

話（
２
８
２
）６
６
０
０

●
市
立
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
立
美
術
館 

櫛
形
中・若
草
中
美
術
部

合
同
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ 

美
術
館
で
遊
ぼ
う
！

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル・写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 
０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

催
日　
５
月
11
日（
木
）、25
日（
木
）

時　
間　
12
時
〜
19
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

開
催
日　
８
月
19
日（
土
）

時　
間　
開
演
18
時
30
分（
開
場
18
時
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館

入
場
料　
１
，５
０
０
円（
全
席
自
由
）

※

３
歳
未
満
は
膝
上
無
料

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　
５
月
21
日（
日
）10
時
〜

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館　

電
話（
２
８
４
）３
４
１
１

－７－

ト
ン
ベ
イ



●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　
６
月
３
日（
土
）、10
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　
17
日（
土
）

時　
間　
19
時
〜
21
時

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

参
加
費　
無
料

定　
員　
30
名（
小
学
校
３
年
生
か
ら
）

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

申
込・お
問
合
せ
／
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　
辻

電
話 

０
８
０（
５
３
７
３
）４
７
９
８

●
第
５
回
ゆ
る
体
操
＆
歌
ゆ
る
の
つ
ど
い

　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康・楽
し
ん
で
介
護

予
防
。

開
催
日　
５
月
12
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　
容　
歌
ゆ
る　
　
講
師　
Ｎ
ｉ
ｄｏ
さ
ん

　
　
　
　
ゆ
る
体
操　
講
師　
河
野
貴
仁
氏

お
問
合
せ
／

野
田　
電
話 

０
９
０（
２
６
７
７
）０
１
４
６

　
河
野　
電
話 

０
９
０（
２
９
４
３
）１
０
２
４

●
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

開
催
日　
６
月
14
日（
水
）

時　
間　
20
時
〜
22
時

場　
所　
白
根
百
田
小
学
校

対　
象　
小
学
生
以
上

申　
込　
６
月
７
日(

水)

ま
で
に
電
話
に
て

申
込・お
問
合
せ
／

野
中　
電
話 

０
９
０（
７
８
２
２
）４
７
９
９

穐
山　
電
話 

０
９
０（
５
８
０
３
）８
６
２
１

●
個
性
心
理
学
を
使
っ
た

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

「
赤
ち
ゃ
ん
と
も
ち
」

　
生
年
月
日
を
も
と
に
、生
ま
れ
持
っ
た
個
性
や

強
み
が
わ
か
り
ま
す
。

開
催
日　
５
月
12
日（
金
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対　
象　
未
就
学
児
の
マ
マ（
お
子
様
連
れ
可
能
）

参
加
費　
１
，５
０
０
円

　
（
お
子
様
１
名
追
加
に
つ
き
プ
ラ
ス
５
０
０
円
）

申　
込　
５
月
10
日(

水)

ま
で

申
込・お
問
合
せ
／
飯
室

電
話 

０
８
０（
１
２
４
８
）４
５
７
２

　

※

16
時
以
降
は
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

hiram
ekihakase@

ym
obile.ne.jp

●
大
正
琴
無
料
体
験
会

　
新
緑
の
風
に
誘
わ
れ
な
が
ら
、日
本
の
琴
線

（
大
正
琴
）に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
５
月
21
日（
日
）

時　
間　
13
時
45
分
〜
15
時
45
分

場　
所　
白
根
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

定　
員　
５
名

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
お
持
ち
で
あ
れ
ば
大
正
琴

3 月 の 入 札 結 果
●市役所関係　お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092

●企業局関係　３月の入札はありませんでした。

開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

3月1日 市内暗渠排水清掃業務委託 市内 クリーンヘルス㈱ 3,888,000

3月1日
自治体情報セキュリティ強化対策に伴う
ネットワーク間ファイル転送システム機器購入 小笠原地内 ㈱エーティーエルシステムズ 2,374,920

3月21日 南アルプス市西別館３階内装他改修工事 小笠原地内 ㈱興龍社 南アルプス営業所 67,910,400

3月23日 西南湖東南湖線道路改良工事1工区 東南湖地内 村松建設㈱ 36,396,000

3月23日 下宮地荊沢線道路改良工事2工区 荊沢地内 ㈲野田組 9,234,000

開
催
日　
５
月
３
日（
水
）〜
５
日（
金
）

場　
所　
県
立
愛
宕
山
こ
ど
も
の
国

内　
容　
ゲ
ー
ム・演
奏・模
擬
店
等

申　
込　
不
要

参
加
費　
無
料

※

模
擬
店
や
工
作
体
験
の
一
部
は
有
料
で
す
。

お
問
合
せ
／
県
立
愛
宕
山
こ
ど
も
の
国

電
話（
２
５
３
）５
９
３
３

●
愛
宕
山
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
森
の
劇
場 

演
劇
鑑
賞
会
の
お
知
ら
せ

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る
カ
ッ

パ
と
子
ぎ
つ
ね
の
物
語
で
す
。

開
催
日　
６
月
３
日（
土
）16
時
開
演

　
　
　
　
　
　
４
日（
日
）10
時
30
分
開
演

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
７
０
０
円（
３
歳
以
上
）

お
問
合
せ
／
深
澤

電
話 

０
９
０（
５
１
９
１
）１
０
９
１

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

開
催
日　
５
月
21
日（
日
）

時　
間　
開
会
11
時（
受
付
10
時
〜
）

場　
所　
白
根
桃
源
文
化
会
館 

桃
源
閣

内　
容　
事
前
投
句
に
よ
る
俳
句
大
会
、

　
　
　
　
記
念
講
演
、当
日
句
募
集　

講　
師　
清
水 

青
風

演　
題　
龍
太
、甲
子
雄
、そ
し
て「
雲
母
」

参
加
費　
１
，０
０
０
円（
資
料
等
）

お
問
合
せ
／斎

藤 

史
子　
電
話（
２
８
２
）５
５
５
１

保
坂 

敏
子　
電
話（
２
８
３
）１
０
６
０

●
第
７
回「
花
曇
」ふ
る
さ
と
俳
句
大
会

　
―
 

甲
子
雄
忌
に
よ
せ
て ―

※

無
料
貸
出
も
あ
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
来

　
場
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
早
乙
女
大
正
琴　
早
乙
女

電
話 

０
９
０（
２
７
５
２
）３
８
３
６

－８－

ら
か
民
市

果
結
札
入

ト
ン
ベ
イ


